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山

の

字

漫

語

一

使
は
れ
て
ゐ
る
が
之
も
峠
の
意
で
あ
る
（

大
蓄
薩
嶺
と
い
ふ
と
大
菩
薩
峠
の
西
に

あ
る
山
頂
の
事
と
思
ふ
が
支
那
で
山
の

絶
頂
を
意
味
す
る
言
葉
に
は
嶺
頭
、
債

表
、
麟
な
ど
が

・ｂ
“
ピ
事
の
前
後
の
事

情
と
い
ふ
意
味
の
鼠
末
は
支
那
語
の
字

引
に
も
あ
る
。
蒋
介
石
の
落
ち
延
び
先

の
候
補
地
に
な
つ
て
ゐ
る
西
漿
省
の
打

箭
腫
南
方
に
あ
る
貢
嗅
山

（
ミ
ニ
ヤ
●

ゴ
ン
カ
ー
）
山
群
中
に

一
氷
午
、
二
氷

峯
な
ど
ヽ
い
ふ
氷
峰
が
あ

る
が
此
の

「
峯
」
と
は
山
の
直
立
し
て
鎗
き
所
を
い

ふ
ら
し
い
ｏ
街
山
頂
は
日
本
語
で
は
山

の
頂
で
あ
る
が
支
那
語
で
は
シ
ヤ
ン
●

テ
イ
エ
ン
で
粗
紙
の
一
種
と
な
つ
て
し

ま
ふ
。
山石
は
巌
の
俗
字
で
あ
る
が
之
は

岩
石
の
岩
で
は
な
く
山
の
高
崚
な
る
も

の
、
同
様
に
し
て
岳
は
嶽
の
俗
字
で
高

く
し
て
箪
き
山
を
意
味
す
る
。
又
支
那

語
の
稜
は
髪
の
事
で
陵
は
大
な
る
阜

・
ｒ．
、

家
又
は
峻
し
き
事
を
い
ふ
。
前
出
の
見

希
は
■
山
と
も
云
ひ
昆
命
と
も
書
く
。

佛
印
南
方
海
上
の
島
に
も
此
の
名
の
も

の
あ
り
、

マ
ラ
イ
人
の
事
を
見
希
奴
と

も
云
つ
た
。

支
那
は
支
那
で
も
盛

世

オ
が
省
長

を
や
つ
て
ゐ
る
新
駈
省
と
な
る
と
ソ
聯

の
勢
力
が
大
部
幅
を
利
か
し
て
ゐ
る
や

に
聞

い
て
ゐ
る
が
此
虎
に
は
蒙
古
系
と

ト
ル
コ
系
の
地
名
が
澤
山
に
あ
る
。
天

山
東
部
の
博
格
多
烏
拉

（
六
、
五
〇
〇

米
）
の
ウ
ラ
は
支
那
の
山
と
同
様
山
で

も
あ
り
山
脈
の
意
味
に
も
な
る
。
青
海

省
の
青
海

（
庫
々
泊
）
と
大
麺
河
の
間
一

二

に
北
見
補
系
の
大
通
山
脈
と
い
ふ
の
が
一

あ
る
が
之
は
蒙
古
人

（
唐
古
特
族
）
は

涌
烏
拉
と
呼
ん
で
ゐ
て
ク
″
北

の
山
″

と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

博
格
多
山

の
南
に
吐
魯
番

と
い
ふ
町

が
あ
り
、
此
虎
は
中
央
ア
ジ
ア
の
員
中

だ
と

い
ふ
の
に
海
面
下
約
二
百
米

の
低

地
が
あ
る
と

い
ふ
の
で
有
名
で
あ
る
が

そ
の
叉
南
に
天
山
の
支
脈
と
も
見
る
ベ

き
庫
魯
克
塔
格
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
之

は
ト
ル
コ
系
の
名
稿
で
タ
ー
グ
ハ弓
質
〓
）

が
例
に
よ
つ
て
山
又
は
山
脈
で
あ
る
。

之
を
獨
逸
語
と
間
違

へ
て
タ

ハ
な
ど
ゝ

残
音
し
て
ゐ
る
勇
者
が
時
々
ゐ
る
や
う

で
あ
る
が
、
パ
ー
ミ
ー
ル
の
東
邊
に
準

え
る
ム
ス
タ
ー
グ

・
ア
ー
タ
な
ど
を
ム

ス
タ
ハ
・
ア
タ
と
呼
ん
だ
り
し
た
ら
山

だ
か
何
だ
か
わ
か
ら
な
く
な
つ
て
し
ま

大
部
西
の
方

へ
外
た
の
で
今
度
は
パ

ー
ミ
ー
ル
高
地
で
山
に
関
係
あ
る
言
葉
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中
央
ア
ジ
ア
の
登
山
や
探
検
の
書
物

を
讀
ん
で
ゐ
る
Ｌ
色
々
の
種
族
の
間
で

使
は
れ
て
ゐ
る
言
葉
や
物
の
名
前
が
出

て
来
る
が
中
で
も
特
に
吾
々
の
興
味
を

な
く
の
は

「
山
」
と
か

「
川
」
と
か
い

ふ
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
吾
々
の
箪
敬

す
る
故
大
島
亮
吉
氏
も
嘗
つ
て
、
欧
洲

に
於

い
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
モ
ン
だ
と

か
マ
ウ
ン
ト
だ
と
か
ピ
ツ
ツ
や
ピ
ツ
ク

年
に
就

い
て
研
究
し
之
を
蒐
め
て
発
表

さ
れ
た
事
が
あ
る
。
私
も
氏
の
〕県
似
を

し
て
今
ま
で
讀
ん
で
人
た
文
献
か
ら
チ

ヨ
イ
，
く
ヽ
と
抜
き
書
き
し
て
置
い
た
も

の
を
漫
談
的
に
書
き
連
ね
て
行
つ
て
見

や
う
と
思
ふ
。
私
が

言
語
學

者
で
も

語
源
學
者
で
も
な
い
事
は
諸
士
の
既
に

御
水
知
の
事
で
あ
る
か
ら
以
下
が
西
欧

文
献
の
単
な
る
受
け
貞
り
で
あ
る
事
は

今
更
御
断
り
す
る

ま
で
も
あ
る
ま
い
。

〉
（
　

　

　

Ｘ

　

　

　

×

ま
づ
支
那
か
ら
は
じ
め
て
見
や
う
。

支
那
人
は
陸
地
の
隆
起
し
て
高

い
も
の

を
山
と
い
ふ
。
之
は
吾
國
で
も
同
じ
で

あ
る
が
彼
等
は
同
時
に
山
脈
の
事
も
此

の
シ
ヤ
ン
で
間
に
合
せ
て
ゐ
る
ら
し
い
。

例

へ
ば
北
見
脊
山
脈
の
東
端
に
あ
る
南

山
々
脈
中
の
郡
連
山
で
あ
る
が
之
は

一

つ
の
山
脈
名

（所
謂
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
エ

ン
山
脈
に
営
る
）
で
あ
る
と
同
時
に
粛

士口
　

洋
　
　
一
　

郎

州

（
酒
　
泉
）
の
略
々
南
十
八
里
許
リ

に
あ
る
同
山
脈
中
の
最
高
峰
た
る
一
人
、

八
二
七
唄
印
ち
五
、
七
三
八
米
の
峰
を

も
斯
く
呼
ん
で
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
支

那
に
は
山
脈
と
い
ふ
言
葉
は
な
い
ら
ι

そ
れ
か
ら
山
口
と
い
ふ
言
葉
が
あ
る
。

之
は
字
引
を
見
る
と
″
山
の
登
り
日
〃

と
な
つ
て
ゐ
る
。
然
し
支
那
の
地
固
を

見
る
と
吾
々
な
ら
峠
と
書
く
べ
き
一喘
ヘ

此
の
文
字
を
使
用
し
て
安
日
爾
拉
克
反

山
口
な
ど
ゝ
記
し
て
ゐ
る
。
此
の“
峠
は

南
見
補
山
脈
の
阿
爾
格
山
脈
と
巴
榎
喀

嘲
山
脈
の
間
に
あ
る
が
十
九
世
紀
の
後

牛
に
印
度
の
有
名
な
バ
ン
デ
イ
ツ
ト
た

る
キ
シ
エ
ン
●
シ
ン
グ

（
ク
リ
シ
ユ
ナ
、

測
量
局
の
記
録
に
は
Ａ

・
Ｋ
と
あ
り
）

づ
喩
え
た
事
漿
吾
々
に
親
し
い
。
又
山

日
の
代
り
に
嶺
を
使
ふ
事
も
あ
る
。
例

へ
ば
玄
　
失
が
西
紀
六
三
〇
年
頃
に
南

か
ら
北

へ
喩
え
凌
山
と
書

い
て
ゐ
る
今

の
ム
ス
峠

（
天
山
々
脈
の
騰
克
里
汗
山

の
直
ぐ
東
に
あ
り
、　
一
一
、
四
八
〇
唄
）

は
穆
札
爾
特
嶺
と
な
つ
て
ゐ
る
。
元
外

債
は
山
頂
に
道
路
を
通
じ
得
べ
き
部
分

の
調
で
日
本
語
の
嶺
と
は
意
妖
が
異
ふ

様
で
あ
る
。
峠
と
い
ふ
字
は
日
本
製
の

も
の
ら
し
い
ｏ
筒
蒙
古
語
の
ダ
ワ
ー
ン

（
逹
坂
）
も
中
央
ア
ジ
ア
で
は
至
る
所
で

ハ~回
囲
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の
パ
ー
ミ
ー
ル
か
ら
解
繹
す
る
必
要
が

あ
る
。
之
を
葱
嶺
と
書
か
せ
る
の
は
少

し
無
理
で
あ
る
が
此
の
由
本
は
足
立
喜

メ
メ
め
無
願
博
に
よ
る
と
西
威
語
（？
）

の
砂
山
が
ツ
ン
タ
ー
グ
と
な
り
葱
嶺
に

な
つ
た
も
の
か
と
あ
る
。
パ
ー
ミ
ー
ル

（
軸
米
爾
）
そ
れ
自
身
ば
印
魔
の
副
王
余

総
督
で
あ
つ
た
カ
ー
ズ
ン
卿
の
研
究
に

よ
る
と
ベ
ル
シ
ヤ
系
の
言
葉
で
パ
イ
・

ミ
ー
ル
印
ち
″
山
々
の
麓
〃
と
い
ふ
事

に
な
る
ら
し
い
。
ミ
ー
ル
を
山
と
し
て

使
つ
て
ゐ
る
例
は
ナ
ン
ガ
●
バ
ー
ル
バ

ツ
ト
の
地
方
名
た
る
デ
オ
●
ミ
ー
ル
、

ヒ
ン
ゾ
ー
●
ク
シ
ユ
山
脈
中
の
高
峰
テ

イ
リ
チ
●
ミ
ー
ル
、
ペ
シ
ヤ
ー
ワ
ー
ル

地
方
の
ミ
ー
ル
●
ヵ
‥
ラ
ン

（
大
山
）

等
に
見
ら
れ
る
。

ム
ス
タ
ー
グ

●
ア
ー
タ
山
脈
の
西
側

に
サ
リ
コ
ル
山
脈
と
い
ふ
ソ
聯
と
新
最

の
回
境
を
鶯
す
山
脈
が
あ
る
が
之
が
語

源
に
は
二
様
の
説
が
あ
る
。
サ
リ
ク
●

コ
ル
帥
ち
″
黄
谷
″
が

一
つ
、
今

一
つ

は
シ
ー
ル
・
イ
・
コ
ル
印
ち
″
谷
の
頭
″

と
な
す
も
の
で
あ
る
。

ソ
聯
の
最
高
峰
ビ
ツ
ク
●
ス
タ
ー
リ

ン

（
七
、
四
カ
五
米
）
を
含
む
ト
ラ
ン

ス
●
ア
ラ
イ
の
ピ
ー
タ
ー
大
王
山
脈
の

る

に
ペ
リ
オ
ク

●
タ
ウ
と

い
ふ
の
が

ピ
ー
ル

ヤ
ー
ク

タ
ウ

が
之
は
峰

雪

山
か
ら
韓
訛
し
て

に

た
も
の
ら
し
い
。
ピ
ー
ル
を
出
の
意

使
つ
て
ゐ
る
例
は
カ
シ
ユ
ミ
ー
ル
に

―
ル
・
バ
ン
ジ
ヤ
ー
ル
（
聖
人
の
山
）

ノ
・

ン

ン

ガ
・
パ
ー
ル
バ
ツ
ト
山
黒
買
に
ハ
ツ
ト
ー
・

ピ
ー
ル
等
が
あ
る
。
タ
ウ
の
方
は

コ
ー

カ
サ
ス
山
脈

の
方
で
大
部
お
馴
染
み
の

筈

（
コ
シ
ユ
タ

ン
●
タ
ウ
、
ド
ウ
チ
●
ソ

ウ
等
）
と
思
井
が
パ
ー
ミ
ー
ル
附
近
に

も
澤
山
あ
る
。
喀
什
噂
爾
西
方
の
馬
爾

勘
河
の
源
頭
に
マ
ル
カ
ー
ン
●
タ
ウ
あ

り
、
同
北
西
に
は

コ
ク
・
タ
ウ
が
あ
る

之
も
支
那
の
山
式
に
使
は
れ
て
ゐ
る
ら

し
い
。

少
し
離
れ
る
が
イ
ラ
ン
の
南
西
部
に

ク
ラ
ン
と
い
ふ
河
が
あ
る
さ
う
で
あ
る

が
之
は
ク
ー
●
ラ
ン
印
ち
″
斑
色
の
山
″

か
ら
出
る
河
と
い
ふ
意
味
だ
と
い
ふ
。

ク
ー
に
似
た

コ
ー
も
ベ
ル
シ
ヤ
語
で
山

を
意
味
し
、
イ
ン
グ
ス
下
流
右
岸
に
あ

る
コ
ー
●
イ
●
ス
ラ
イ

マ
ー
ン
は
″

ソ
ロ

モ
ン
の
山
″
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
同
様

に
コ
ー
●
イ
●
ス
タ
ー
ン
は
ノ
山
國
″
の

意
。
街

コ
ー
と
は
関
係
が
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
新
襲
省
和
間
の
南
に
あ
る
北

毘
希
の
最
高
峰
ム
ス
タ
ー
グ
峰

（Ｅ
“
、

二
三
、
八
九
Ｃ
哄
）
の
北
西
に
ヵ
ラ
●

キ
ー
ル
と
い
ふ
峠
が
あ
る
が
之
は
″
黒

い
峰
″
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

之
か
ら
そ
ろ
，
‘
ヽ
カ
ラ
コ
ル
ム
か
ら

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
方

へ
移
つ
て
行
く
事
に
し

や
ら
。

ヵ
ラ
コ
ル
ム
の
西
部
に
あ
る
コ
ズ
●

サ
ー
ル

（
二
一
、
九
〇
七
唄
Ｖ
デ
イ
ス

テ
ギ
ー
ル
●
サ
ー
ル

（
二
五
、
八
六
八

吹
）
等
の
サ
ー

ル
は
矢
張
り
″
山
の
意
″

２

の

名
と
か

（
二
三

云
つ
て
多
く
の
旅
行
者
や
探
検
家
や
登

山
家
が
印
度
測
量
局
に
提
案
し
た
名
格

の
中
で
デ
プ
サ
ン
と
か
ダ
プ
サ
ン
と
か

い
ふ
の
は
西
蔵
語
で
″
清
浄
な
記
し
″

印
ち
″
輝
し
い
崇
厳
な

幽
雲

と

か
妖

怪
″
と
い
ふ
や
う
な
意
味
で
あ
る
が
今

は
高
原
の
名
稿
に
使

ノ‐‐
さ
れ
て
ゐ
る
。

又
、
ラ
ン
パ
●
パ
ハ
ー
ル
と

い
ふ
の
は

ヒ
ン
ド
ス
タ
ー
ニ
語
で
″
長

い
山
″
と

い
ふ
意
。
チ
ヨ
ゴ
●
リ
ー
と

い
ふ
の
は

パ
ル
テ
イ
系
（
西
蔵
語

の
方
言
）
で
″
大

山
〃
。
パ
ハ
ー
ル
の
方
は
ク

マ
ウ
ン
、

ガ
ル
ワ
ー
ル
、
カ
ー
ン
ラ
、
ヵ
シ
ユ
ミ

ー
ル
方
面
で

一
般
に
使
用
さ
れ
、

ナ
ン

グ

・
デ
ヴ
イ

・
パ

ハ
ー
ル
な
ど
ゝ
云
ふ

事
も
あ
る
ら
し

い
。
パ

ン
ジ
ヤ
プ
に
は

パ

ハ
ー
ル
・
プ
ー
ル
即
ち
″
山
町
″
と

い
井
町
も
あ
る
。

Ｋ
２
の
衛
星
峰
と
し
て
以
前

ス
テ
ア

ケ
イ
ス
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た

ス
キ
ヤ

ン
ｏ
カ
ン
リ
ー
（
∽
ご
Ｅ
”
因
じ
彎
い
と

書
き
Ｓ
を
嚢
音
す
る
）
は
意
味
は
″
野

生

の
駆
馬
の
山
″
。
カ

ン

リ

ー

は
歳

格

に

云

へ
ば
〃
氷
の
山
″
で
あ
る
。

カ
ン
リ
ー
の
つ
く
山
は
西
蔵
に
多

い
。

ヘ
デ
イ
ン
が
嚢
見
し
た
イ
ン
グ
ス
の
水

源

シ
ン
ギ
ー
・
カ
ム
パ
河
の
右
岸
に
は

一
、
八
七
四
年
に
ナ
イ

ン
・
シ
ン
グ
が

発
見
し
た
ア
リ
ン
・
ガ
ン
リ
ー
（
二
四
、

○
○
○
吠
）
が
あ
り
、
蔵

布

河
の
中

流
北ヽ
洋
に
は

一
、
九
０
四
年
に
Ｈ

・
ウ

ツ
ド
が
測
量
し
た
ル
ム
ポ
・
ガ
ン
リ
ー

一
五
〇
哄
）
が
あ
る
。
新
し
い

所
で
は
ロ
ン
グ
ス
タ
ツ
フ
の
命
名
し
た

テ
ラ
ム
・
カ
ン
リ
ー

（
シ
ア
チ
エ
ン
氷

河
に
面
す
）
な
ど
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
部
に
入
る
前
に
こ
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
嚢
音
に
就

い
て
一
應
述
べ
て

置
く
が
パ
ラ
ツ
ド
な
ど
は
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ

と
讀
ま
せ
て
ゐ
る
。
然
し
印
度
で
生
れ

た
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
な
ど
は
事
ろ
ヒ

マ
ラ
ヤ
と
普
通
に
大
入
し
く
大
し
た
ア

ク
セ
ン
ト
な
し
に
流
れ
る
や
う
な
リ
ズ

ミ
ツ
ク
な
嚢
音
で
讀
ん
だ
方
が
い
ヽ
と

書

い
て
ゐ
る
。
〔
Ｗ
ｏお
∽■
ゴ
ろ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

一のコ
”
。い
げ
て
∽
】」
「
『”〓
０
】∽
く
．Ｏ
Ｃ
〓
η
ｒ
Ｃ
の‥

げ
””
鮎
・　
μ
Φ
∞
Ｏ〕

筒
此
虎
で
は
山
名
考
を
や
つ
て
ゐ
る

の
で
は
な

い
か
ら
山
と
い
ふ
字

の
人
つ

て
な
い
名
稀
は
有
名
な
も
の
で
も
な
る

べ
く
抜
か
し
て
行
く
考

へ
で
あ
る
鮎
豫

め
御
諒
承
お
願
ひ
し
て
置
く
。

ま
づ
ナ
ン
ガ
・
パ
ー
ル
バ
ツ
ト
、
之

は
″
輛体
の
山
″
と
い
ふ
意
で
あ
る
が
パ

ー
ル
バ
ツ
ト
は
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
語

の

山

の
意
で
あ
る
パ
ル
ヴ
ア
タ

（
女
神
ド

ウ
ル
ガ
の
別
名
で
も
あ
る
）
か
ら
韓
訛

し
た
も
の
。
ク
マ
ウ
ン
に
ハ
ツ
テ
イ

・

パ
ー
ル
バ
ツ
ト
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
之

は
″
象
ケ
岳
″

の
意
、
同
じ
く
ガ
ウ
リ

ー
・
パ
ー
ル
バ
ツ
ト
と
い
ふ
の
は
馬
ケ

岳
。
ナ
ン
ガ
の
南
東
に
ド
ラ
ー
ス
河

の

流
域
で
デ
オ
サ
イ
不
原
と
い
ふ
の
が
あ

る
。
之
を
パ
ル
テ
イ
族
は
ビ
ア
ー
ル
ゾ

ア
と
呼
ん
で
ゐ
る
が
ゾ
ア
は
″
草
″
、

ビ
ア
ー
ル
は
″
山
″
で
結
局
″
草
山
″

と
な
る
。

次
に
サ
ト
レ
ジ
河
の
支
流

ス
ピ
テ
イ

河
の
北
岸
に
シ
ラ
と
い
井
二
三
、
〇
五

〇
哄
の
山
が
あ
る
が
、
之
は
七
千
米
級

で
は
最
初
に
登
ら
れ
た
山
、
而
も
登
つ

た
者
が
―・ＩＪ
度
測
量
局
で
備
つ
た
土
地
の

測
量
助
手
逹
で
あ
つ
た
事
に
特
異
性
が

あ
る
。
そ
し
て
意
味
は
サ
ン
ス
ク
リ
ツ

ト
系
の
シ
ラ
で
矢
張
り
″
山
″
。

ガ
ン
ジ
ス
の
支
流
パ
ー
ギ
ー
ラ
ツ
テ

イ
河
の
上
流
に
あ
る
ス
リ
●
カ
ー
ン
タ

は
尖
峰
、
尖
針
の
義
ゝ
同
じ
く
ク
マ
ウ

ン
の
ニ
ル
（
ニ
ラ
）
●
ヵ
ｌ
ン
タ
は
″
青

い
山
″
。

ス
リ

ｏ
カ
ー
ン
タ
と
同
じ
山

群
に
入
る
ケ
ダ
ー
ル
ナ
ー
ト

（
三
二
、

七
七
〇
哄
）

の
ケ
ダ
ー
ル
は
淫
婆
紳

の

姓
の

一
つ
た
る
ケ
ダ
ラ
或
ひ
は
キ
グ
ラ

の
韓
訛
で
″
野
原
″
或
ひ
は
″
山

〃
を

意
味
し
、
ナ
ー
ト
は
〃
神
″
で
あ
る
か

ら
〃
山
の
紳
〃
と
な
る
ら
し
い
。
そ
れ

か
ら
直
ぐ
東
の
パ
ド
リ
ー
ナ
ー
ト
の
別

名
を
チ
ヤ
ウ
カ
ー
ン
パ
と
い
ふ
が
、
之

は
山
が
四
つ
社

の
様
に
立

つ
て
ゐ
る
と

い
ふ
の
で
″
四
つ
の
注
″
と
い
ふ
意
味

で
あ
る
。

次
は
ず
つ
と
離
れ
て
カ
ー
リ
ー
●
ガ

ン
ダ
ク
河
の
上
流
で
ア
ン
ナ
・
プ
ー
ル

ナ
と
封
す
る
ダ
ウ
ラ
ー
ギ
リ
ー
（
二
六
、

七
九
二
哄
）
、
之
は
″
白
山
″

と
い
ふ
意

序
で
あ
る
か
ら
附
け
加

へ
る
が
、

ナ
ン

ダ

・
デ
ヴ
イ
の
北
西
に
営
る
ダ
ウ
リ

●

ガ
ン
ガ
は
″
白
河
″
、
ア
ピ
ー
峰
の
西

に
峡
谷
を
な
し
て
流
れ
る
カ
ー
リ
ー
●

ガ
ン
ガ
は
″
黒
河
″
の
義
で
あ
る
。
ギ

リ
ー
が
出
た
の
で
南
部
印
度
に
ニ
ル
ギ

リ
ー
印
ち
〃
青

い
山
″
と
い
ふ
山
群
の

あ
る
事
も
記
し
て
置
く
。
ナ
ン
ダ
デ
ヴ

イ
の
西
に
あ
る
ド
ウ
ナ
ギ
リ
ー
も
之
に

属
す
る
と
思
井
が
ド
ウ
ナ
の
意
味
は
残

念
乍
ら
ま
だ
知
ら
な
い
。
（
以
下
次
琥
）

2
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食量
創
岳
第
二
回
登
山

七
月
下
旬
。
柴
崎
芳
太
郎
、
測
夫
木

山
竹
吉
、
人
夫
岩
本
？
。
前
項
及
前
々

項
諸
文
献
。
―
―
‥第
二
回
の
登
頂
で
四

等
三
角
鮎
建
標
を
建
設
す
る
事
に
決
定

し
た
。
要
再
調
。

創
岳
建
標
測
量

（
前
項
に
維
ぐ
、
建
標
何
日
、
測
量

何
日
、
費
表
何
日
）
。柴
崎
芳
太
郎

一

山
と
漢
谷
祗
編

「
登
山
講
座
」
第
二
魯

（
昭
和

一
七
、
九
、
三
〇
）
一
四
四
陸
地

測
量
部

「
著
名
高
山
火
山
三
角
測
量
史

料
」
―

第
二
回
登
山
後
建
設
槻
測
を

了
し
て
之
が
標
高
二
九
九
入
米
を
得
た
。

要
再
調
。

測
量
以
前
の
試
登
其
他

測
量
隊
の
登
山
に
よ
つ
て
人
跡
未
到

と
い
は
れ
た
創
岳
の
絶
鏡
に
も
害
て
信

仰
的
開
路
登
山
の
行
は
れ
た
事
が
剣
つ

た
。
さ
れ
ば

「
声
崎
寺
に
て
は
、
創
山

の
道
案
内
を
知
れ
る
者
有
之
候

へ
共
秘

博
と
し
て
、
漫
に
人
に
博

へ
ず
、
極
め

て
高
償
の
案
内
料
を
食
り
て
、
稀
に
道

案
内
を
な
せ
し
こ
と
あ
る
の
み
な
り
し

が
、
今
回
の
事
に
て
、
全
く
其
株
を
奪

は
れ
た
る
事
に
な
り
し
と
か
申
候
」（
前

々
々
項
文
献
中
の
一
節
）
と
あ
る
の
も

張
ち
作
り
事
や
先
達
の
負
け
惜
し
み
の

言
の
み
と
も
考

へ
ら
れ
な
い
。
叉
別
に

土
地
の
或
る
者
は

「
前
年
末
屡
次
登
攀

を
試
み
ま
し
た
が
毎
時
登
る
事
が
出
木

ず
失
敗
し
ま
し
すこ
。」
と
言
つ
て
ゐ
る
の

も
あ
る
。
要
す
る
に
創
岳
員
の
初
登
の

事
績
は
勿
論
、
明
治
末
年
迄
の
試
登
又

は
探
査
記
録
は
杏
と
し
て
分
明
し
な
い

研
究
材
料
調
査
方
法
其
の
も
の
の
研
究

を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

〔
飛
騨
山
地
北
部
〕

白
馬
岳
（
前
出
）
、
剣
岳
（
前
出
）
。

立
山

（
何
）
月
。
佐
確
博
蔵
（
本
會
々
員
）
。

山
岳
三
の
一
（
明
治
四

一
、
三
）
一
七
二

立
山
登
山
路
に
明
治
四
十
年
頃
雄
山

澤
経
由
の
も
の
と
早
月
川
経
由
の
も
の

が
有
つ
た
ら
し
い
事
は
、
山
岳
三
の
三

（
明
治
四

一
、　
一
〇
）
一
三
二
頁
に
、「
黒

部
の
小
屋
か
ら

一
の
越
に
か
ヽ
つ
て
登

つ
て
来
る
人
が
極
く
稀
に
は
あ
る
さ
う

だ
。
…
…
参
謀
本
部
の
国
に
針
木
路
が

雄
山
と
浄
土
山
と
の
間
に
瓶
じ
て
ゐ
る

の
も
右
の
や
う
な
こ
と
が
原
因
で
あ
る

ま
い
か
。
伊
折
の
方
面
か
ら
早
月
川
に

浩
ふ
て
大
日
岳
と
別
山
の
間
を
越

へ
室

堂
に
亦
る
も
の
も
あ
る
さ
う
だ
。」
と
い

登

山

年

譜

資

料

管

兄

四

〇
明
治
四
十
年

（
皇
紀
二
五
六
七
年
、
西
暦

一
九

〇
七
年
）
日
本
登
山
年
譜
資
料
（
共
の
三
）

沼
　
井
　
鐵
　
太
　
郎

ふ
記
事
で
推
察
出
来
る
。
要
再
調
。

立
山
・
針
木
峠

（
何
）
月
。
青
木
忠
次
郎
（
本
會
々
員
）

山
岳
二
の
三

（
明
治
四
〇
、　
一
一
）

一

七
四
。
要
調
。

祀
父
岳

二
等
三
角
難

（
粘
名
祀
父
岳
）
撰
黙

造
標
観
測
。
青
木

一
郎
。
山
と
漢
谷
祗

編

「
登
山
講
座
』
第
二
巻
（
昭
和

一
七
、

九
）

一
四
六
。
―
―

二
六
六
九
米
八
二

の
標
高
を
得
。

針
木
岳

二
年
三
角
貼

（黙
名
野
口
）
撰
鮎
造

標
は
柴
時
芳
太
郎
、
槻
測
は
青
木

一
郎

前
項
文
献

一
四
六
頁
。
―
―
二
八
二
〇

米
六
〇
の
標
高
を
得
。

〔
飛
騨
山
地
中
部
）

針
木
峠

・
黒
部
川
東
澤

・
烏
帽
子

岳

・
高
瀬
川

・
東
澤
乗
越

・
中
房

入
月
。
井
野
英

一
、
笹
松
賢

（
三
高

生
）
、
高
松
誠

（
五
高
生
）
、
成
川
武
男

（
四
高
生
）
、
案
内
者
勝
野
謙

一
、
細
川

直
吉
、
人
夫
伊
藤
某
、
新
井
要
吉
、
博

刀
林
蔵
。
山
岳
三
の
一
（
明
治
四

一
、

三
）
七
七
―
九
〇
井
野
英

一
「
黒
部
川

及
高
瀬
川
旅
行
記
」
。―

八
月
四
日
上

野
瞬
麦
―
明
科
―
大
町
泊
―
花
見
小
屋

泊
―
針
木
峠
―
平
小
屋
泊

（勝
野
は
之

よ
り
帰
る
）
―
九
日
東
澤
野
誉
―
水
品

小
屋
野
営
―
東
澤
―
五
郎
岳
―
三
ツ
岳

一
烏
帽
千
岳
―
濁
澤
野
誉
―
高
瀬
川
―

東
澤
野
誉
―
乗
越
―
中
房
泊
。

中
房

・
東
澤
乗
越
・
高
瀬
川

・
烏

帽
子
岳

・
鷲
勿
岳

七
月
―
八
月
。
志
村
烏
債
、
案
内
者

横
澤
類
蔵
、
人
夫
出
山
国
衛
、
同
今
朝

市
。
山
岳
三
の
二
（
明
治
四

一
、
大
）
一

―

一
九
一，日
本
ア
ル
プ
ス
縦
走
記
」
―
長

野
―
明
科
―
中
房
泊
―
七
、
二
八
、
中

房
川
源
流
―
西
蔓
原
―
乗
越
峠

（
東
澤

乗
越
か
）
―
東
澤
―
高
瀬
川
博
兵
衛
小

合
泊
（
一
三
七
五
米
）―
濁
澤
泊
―
烏
幅

一

子
岳
―
五
郎
岳
―

シ
ノ
ハ
チ
岳
野
誉
―

一

赤
岩
―
鷲
勿
岳
―
之
よ
り
往
路
を
戻
る
”

高
瀬
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

七
―
八
月
。
大
林
鷹
署
員

一
行
。
山

岳
同
右
文
献
。
―

前
項
紀
行
に
大
林

Ｅ
署
員

一
行
博
兵
術
小
合
に
宿
泊
せ
る

旨
を
記
す
。
行
程
未
詳
。
要
再
調
。

〔
飛
騨
山
地
南
部
〕

常
念
山
脈

前
三
項
参
照
ｃ

七
月
下
旬
。
常
念
岳
。
辻
村
太
郎

本

會
々
員
）
。
山
岳
二
の
三

（
明
治
四
〇
、

一
一
）

一
七
三
。
―
―
中
房
よ
り
。

常
念
山
脈

・
槍
ケ
岳

八
月
中
旬
。燕
岳
―
槍
ケ
岳
。
三
枝
威

之
介
〔本
會
々
員
）
。山
岳
同
右

一
七
六
ｃ

八
月
下
旬
。
大
天
丼
岳
―
十
九
日
二

ノ
操
―
槍
（
榎
谷

一
行
と
同
行
）

一
慶

應
生
徒
。
山
岳
三
の
三

（明
治
四

一
、

一
〇
）
四
二
頁
。
要
再
調
。

槍
ケ
岳

槍
ケ
岳
二
等
三
角
貼
（鮎
名
槍
ケ
岳
）

撰
黙
造
標
槻
測
。
吉
野
牛
不
。
山
と
漢

谷
祗
編

「
登
山
講
座
」
第
二
巻

（
昭
和

一
七
、　

Ｔ′Ｌ
）

一
四
五
。
‐―

二
〇
〇
三

米

一
一
の
標
高
を
得
た
と
い
ふ
の
で
あ

る
が
い
づ
れ
の
地
鮎
な
る
や
未
調
。
後

記
榎
谷
の
紀
行
に
は

「
先
年
陸
測
三
角

標
を
た
て
た
一
と
あ
り
。
要
再
調
。

八
月
中
旬
。
辻
本
満
丸
。
山
岳
二
の

三

（明
治
四
〇
、　
一
一
）

一
四
六
―

一

四
七

「
槍
ケ
岳
の
標
高
」
。
―

乗
鞍
登

山
後
―
蒲
田
―
上
高
地
―
十

一
日
槍
登

山
。
辻
本
ア
ネ
ロ
イ
ド
に
て
槍
絶
頂
親

測
標
高
三

一
五
〇
米
（
一
〇
二
九
五
尺
）

を
得
、
従
来
の
高
頭
（
凡
二
七
〇
〇
米
）

日
本
山
水
論
（
二
五
三
一
米
）
、
ウ
エ
ス

ト
ン
（
一
〇
二
〇
〇
吠
）
の
数
値
ｔ
比
較

し
た
。

八
月
中
旬
。
榎
谷
徹
蔵
。吉
田
某
（有

明
村
）
、農
應
生
、
案
内
者
横
澤
類
蔵
外

一
名
。
山
岳
三
の
一
（
明
治
四

一
、
三
）

一
七
二
、
同
三
の
三

（
明
治
四
一
、　
一

〇
）
二
九
―
四
八
板
谷
紫
峯

「
槍
ケ
嶽

の
議
」。上

高
地

七
月
下
旬
。
大
下
藤
次
郎
、
案
内
者

岡
田
作
次
（
島
々
）
。
山
岳
二
の
三

（
明

治
四
‘１１，
、　
一
一
）
一
二
九
―

一
四
二
「
ロ

綸
穂
高
山
残
雪
篤
生
の
旅
行
談
及
び

感
」
。―
島
々
―
徳
本
峠
―
上
高
地
―
十

八
日
穂
高
、
霞
澤
岳
篤
■
。

焼
岳

十
二
月
下
旬
。
船
津
警
察
暑
柴
田

査
部
長
、
船
津
小
林
Ｅ
署
田
頃
家
保

Ｅ
官
舎
在
某
技
手
、
人
夫
四
名
。
山

三
の
一
（
明
治
四

一
、
三
）
一
六
三
―
上

六
四
。
―

二
十
日
中
尾
よ
り
雲
中

山
（硫
黄
岳
と
名
あ
り
）、
目
的
は
噴
火

3
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の
踏
査
登
山
、
腕
部
迄
の
熊
皮
製
手

の
臓
縄
（凍
傷
者
運
搬
の
鶯
）
を
携
ふ
。

手
拭
様
の
も
の
を
以
て
頸
部
頭
部

麓
は
五
尺
位
、
頂

は

二
尺
餘
と

包
み
、́
六
尺
以
上
の
杖
及
び
三
丈
餘

云
。

（
未
完
）

二

月

の

東

大

谷

日

本

警

大

山

岳

班

我
々
は
毎
夏
製
澤
に
合
宿
し
て
居
る

の
で
あ
る
が
、
今
ま
で
餘
り
や
ら
れ
て

な
い
製
の
西
面
の
東
大
谷
を
や
つ
て

見
た
い
と
考

へ
た
の
で
去
年
の
七
月
に

は
そ
の
偵
察
の
意
味
で
早
月
尾
根
と
池

の
谷
か
ら
入
つ
て
見
た
。

そ
し
て
九
月
に
第

一
回
登
攀
を
試
み

た
の
で
あ
る
が
天
候
不
良
の
篤
め
見
事

撃
過
さ
れ
、
立
山
谷
、
自
萩
谷
を
つ
め

た
だ
け
で
維
つ
て
仕
舞
つ
た
。
そ
し
て

こ
の
二
月
第
二
回
を
試
み
て
成
功
し

た
の
で
簡
単
に
報
告
し
よ
う
と
思
井
。

東
大
谷
は
御
存
知
の
邁
り
剣
本
峰

よ
り
鶴
ケ
御
前
に
至
る
稜
線
か
ら
一

気
に
立
山
谷
に
向

つ
て
落
ち
込
ん
で

る
諸
谷
の
総
稿
で
、
立
山
谷
と
の

出
合
か
ら
登
る
と
鶴
ケ
御
前
か
ら
の

尾
根

（
右
尾
根
）
と
早
見
尾
根
二
六

〇
〇
か
ら
の
尼
根

（
左
尾
根
）
と
に

か
れ
て
居
る
。
出
合
か
ら
少
し
登

る
と
二
段
の
瀧
に
は
ゞ
ま
れ
無
雲
期

に
は
殆
ど
登
攀
不
可
能
と
稗
せ
ら
れ

て
居
る
。
事
て
昭
和
五
年
頃
の
夏
吉

一
郎
氏

一
行
が
左
俣
を
始
め
て
登

ら
れ
、
積
雲
期
に
は
昭
和
十
年
春
立

の
山
本
、
榎
本
雨
氏
が
右
俣
の
中

俣
を
つ
め
て
本
峰
に
出
て
居
る
。
叉

富
山
高
校
は
数
年
末
こ
の
谷
を
狙
つ

て
右
供
よ
り
中
尾
根
に
取
付
き
ゝ
チ

ヨ
ン
ラ
ピ
ー
ク
に
逹
し
た
報
告
が
あ

２υ
．我

々
は
二
月
の
二
十
日
全
員
十
四

名
他
に
声
隣
の
光
茨
郎
、
文
蔵
、
豊

餌
岳
東
大
谷
概
念
固

コ ル

熊

“

β前

日本医大山岳部

分が山矛 及
か
国
炒

前外 沢

早

月

旭

右

尾

池

　

谷

筆t も

太
郎
と
共
に
バ
ン
パ
島
に
入
り
、
そ
れ

か
ら
一
方
早
月
尾
根

一
人
〇
〇
の
地
に

テ
ン
ト
建
設
作
業
を
進
め
る
と
共
に
、

東
大
谷
偵
察
に
専
念
し
た
。
三
回
の
下

よ
り
の
偵
察
と
一
回
の
早
月
尾
根
と
剣

本
峰
か
ら
の
偵
奈
等
の
情
報
を
綜
合
し

て
左
尾
根
と
、
中
俣
か
ら
不
蔵
の
コ
ル

に
達
す
る
二
つ
の
ル
ー
ト
を
得
ぶ
事
に

し
た
。

左
尾
根
に
目
を
着
け
た
の
は
、
我
々

の
最
終
目
的
た
る
中
尾
根
登
攀
の
偵
察

と
、
中
供
班
及
び
早
月
よ
り
の
サ
ポ
ー

ト
と
の
連
絡
、
左
供
上
部
の
偵
察
等
を

入

つ
て
居

る
。

此
虎

で
谷

は
大

き
く
左

へ
曲
ら

て
そ

れ
か

ら
ゆ

る

や
か

な
曲

折

を
経
て
右
に
折
れ
て
居
る
。
や
が
て
右

供
最
大
の
谷
が
右
手
か
ら
入
つ
て
居
る

こ
の
谷
の
軍
製
よ
り
の
岩
場
は
相
宙
興

味
が
あ
る
だ
ら
う
。
我
々
は
員
直
ぐ
中

供
を
登
る
。
新
雪
表
層
雪
崩
あ
デ
プ
リ

が
累
々
と
績
く
。
正
面
に
見
え
た
岩
峰

の
下
を
大
き
く
左

へ
曲
つ
て
進
ん
で
行

く
内
谷
は
次
第
に
狭
ま
り
雨
岸
は
切
立

つ
た
岩
壁
に
緊
つ
た
。
絶
え
ず
落
下
す

る
氷
片
と
落
石
を
避
け
る
鶯
め
、
登
る

時
は
ビ
ッ
チ
を
上
げ
休
息
す
る
時
は
素

早
く
岩
角
の
陰
に
隠
れ
た
。
出
来
る
だ

け
早
く
登
り
切
ら
ぬ
と
谷
に
日
が
宙
つ

て
恐
し
い
事
に
成
り
さ
う
に
思

へ
た
の

で
急
い
だ
。
中
に
根
に
運
ず
る
最
後
の

ル
ン
ゼ
を
見
途
つ
て
少
し
登
る
と
中
供

の
カ
ニ
パ
サ
ミ
ヘ
通
ず
る
ル
ン
ゼ
は
全

る

ね
て
登
つ
て
見
よ
う
と
し
た
の
で
あ

。
早
月
か
ら
は
直
ぐ
眼
の
前
に
氷
の

の
大
き
な
瘤
が
あ
る
鶯
め
、
そ
れ
ょ

先
の
見
通
し
が
つ
か
ず
、
又
下
か
ら

左
供
側
に
雪
鹿
の
出
て
居
る
事
は
分

て
も
尾
根
の
上
部
の
様
子
は
全
く
わ

ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
月
二
十

一
日
満
天
に
星
を
頂
い
て

前

一
時
バ
ン
パ
島
を
出
た
。
雪
の
調

良
く
東
大
谷
出
合
四
時
牛
―
‐―
五
時

供
五
時
二
十
分
―

二
十
分
、
此
虎

中
供
班
と
左
供
班
に
分
れ
た
。

中
俣
班
の
方
を
最
初
に
逃
べ
る
。
二

か
ら
廣

い
緩
斜
面
で
正
面
か
ら
鶴
御

か
ら
の
洋
が
落
ち
て
居
る
ｃ
之
を
つ

て
鶴
御
前
に
至
る
ル
ー
ト
は
技
術
的

は
容
　
′
易
い
と
思

ヽ
た
。
右
供
は
こ
の

で
少
し
左
に
曲
つ
て
居
る
。
痛
々
し

デ
プ
リ
を
越
え
て
行
く
と
草
付
の
岩

が
正
面
に
釜
え
右
手
に
小
洋
が

一
本

か つ は り

一く
雪
で
被
は
れ
て
見
通
さ
れ
る
。
我
々

一は
右
手
員
上
の
平
蔵
の
コ
ル
ヘ
通
ず
る

の

基
部
に

着

た

の

ノヽ

時
で

あ

こ

て ,

始

め

て

ゆ
Vf)

と
体

で 二

夕≒

づ

斜
に

走
る

′ヾ

ド

を

目

掛
け

場
を

登

る

左

ノ内ご

し

に め

登
第
二
の
テ
ラ
ス
に
着
く
。
浮
石
が

く
岩
が
ゆ
る
ん
で
厄
介
で
あ
る
。
今

つ
て
本
た
谷

へ
相
宙
石
を
落
し
て
強

に
登
る
。
岩
場
の
傾
斜
が
蒻
く
な
つ

な
と
思
つ
た
ら
ヒ
ヨ
ツ
コ
リ
平
成
の

小
屋
の
直
ぐ
手
前
に
出
て
仕
舞
つ
た
。

鯉
頭
上
で
早
月
尾
根
の
パ
ー
テ
イ
ー
と

一
緒
に
な
り
、
早
月
尾
根
を

一
散
に
下 て

4

尾
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ワ０
。左

供
班
は
六
時
牛
に
は
左
供
の
二
供

ま
で
着
く
。
左
尾
根
か
ら
二
本
澤
が
落

ち
ム
一ん
で
居
る
。
そ
の
左
側
の
澤
を
登

り
途
中
か
ら
左
の
リ
ツ
ヂ
に
取
付
く
。

ス
テ
ッ
プ
ど
切
る
氷
の
破
片
が
ザ
ッ
ザ

ツ
と
降
り
か
ヽ
る
。
大
き
く
澤
を
ト
ラ

バ
ス
し
て
左
の
稜
線
に
取
り
着

い
た
が

之
は
叉
全
く
切
り
立
つ
た
様
な
リ
ツ
ヂ

で
あ
る
。
こ
の
様
に
し
て
澤
に
販
付

い

て
か
ら
左
尾
根
力
稜
線
ま
で
一
時
間
牛

か
ヽ
つ
た
。
稜
線
は
左
供
側
に
物
凄

い

雪
庇
が
出
て
居
り
、
清
せ
た
尾
根
は
毛

勝
谷
と
左
保
に
一
氣
に
落
ち
込
ん
で
居

る
。
雪
庇
を
乗
越
し
た
時
早
月
尾
根
の

サ
ポ
ー
ト
と
連
絡
が
取
れ
、
ヤ
ツ
ホ
を

交
す
。
之
か
ら
主
と
し
て
毛
勝
谷
側
を

進
む
。　
一
つ
の
大
き
な
瘤
の
登
攀
に
は

全
く
悩
ま
さ
れ
た
。
こ
の
綾
線
か
ら
左

供
を
偵
察
す
る
と
、
澤
は
我
々
が
分
れ

て
来
た
二
俣
か
ら
更
に
二
つ
に
分
れ
都

合
四
つ
に
な
つ
て
居
る
。
左
俣
上
部
も

横
か
ら
見
る
と
夫
程
で
も
な
い
様
に
思

は
れ
た
。

こ
の
瘤
を
乗
越
す
と
後
は
柴
で
早
月

二
六
〇
〇
の
瘤
に
達
す
る
。
中
供
班
と

は
途
に
連
絡
が
取
れ
な
か
つ
た
が
、
我

々
が
二
六
〇
の
に
達
し
た
時
、
叙
本
峰

よ
り
中
俣
班
二
名
と
早
月
尾
根
班
三
名

が
元
氣
良
く
下
つ
て
来
て
全
員
大
い
に

氣
焔
が
上
つ
た
。

そ
し
て
皆
二

人
の
○
米
の
テ
ン
ト
に

一
晩
を
明
し
、
テ
ン
ト
撤
吹
、
バ
ン
パ

島

へ
と
下
つ
た
の
で
あ
る
。

後
片
付
け
の
幾
人
か
を
残
し
て
も
立

山
谷
を
室
堂

へ
乗
越
し
、
天
狗
に
宿
り

一
氣
に
醐
陀
ケ
原
を
飛
ば

し

て
帰

つ

た
。
（
戸
塚
武
彦
）

陸
軍
美
術
協
含
展
覧
會
を
観
て
威
在
夫

西

　

岡
　
　
一　
　
雄

陸
軍
美
術
展
覧
停
が
心
齋
橋
大
丸
槙

縮
は
の
ぞ
め
な
い
に
し
て
も
、
や
が
て

は
心
底
か
ら
湧
き
上
り
も
れ
上
つ
た
傑

作
が
、
こ
の
敷
十
人
の
戦
争
豊
家
の
中

か
ら
二
二
人
は
必
ず
出
て
く
る
ら
し
い

期
待
が
あ
る
。
今
自
分
は
そ
の
蓋
の
一

つ
一
つ
又
そ
の
書
家
の
一
人

一
人
に
つ

い
て
論
じ
や
う
と
す
る
も
の
で
な
い
。

又
そ
ん
な
こ
と
は
自
分
の
任
で
も
な
く

且
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
も
な
い
が
、
藤

田
嗣
治
に
し
ろ
、
熊
岡
に
し
ろ
、
中
村

研

一
に
し
ろ
、
女
の
横
顔
や
、
あ
る
風

景
や
一
本

一
草
の
微
と
雖
も
丹
念
に
員

創
に
ボ
ツ
′
ヽ
と
研
究
し
つ
ゝ
描
い
た

方
が
も
つ
と
ノ
ヽ
よ
い
も
の
が
出
本
た

や
う
に
思
は
れ
る
。
そ
れ
が
今
迄
の
此

人
達
で
あ
つ
て
、
急
に
そ
う
い
ふ
人
逹

が
戦
争
書
家
に
な
り
切
ら
う
と
思
つ
て

も
な
り
よ
う
が
な
い
。
腰
の
フ
ラ
タ
ヽ

し
た
兵
除
さ
ん
を
描

い
た
り
、
憂
な
尊

を
張
り
あ
げ
て
純
日
本
軍
歌
や
寮
歌
を

唄
ふ
　
　
　
　
と
か
い
ふ
男
が
慰
間
に

か
こ
つ
け
て
興
な
愛
関
者
額
を
し
て
み

て
も
、
根
が
　
　
　
　
　
　
や
う
な

男
の
こ
と
ヽ
て
一
向
に
自
分
等
は
感
心

上
に
開
か
れ
て
ゐ
た
の
で
自
分
は

一
見

す
べ
く
杖
を
曳

い
た
。

大
作
小
作
力
作
駄
作
と
り
ど
り
仲
々

に
見
應

へ
が
あ
つ
た
。
入
場
口
に
脆
帽

と
貼
紙
が
し
て
あ
る
の
で
自
分
は
騰
粛

敬
虔
な
気
持
ち
で

一
々
の
書
一を
見
て
廻

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

つ
た

。

書

面

に

表
示
さ
れ
て
ゐ
る
我
勇
士
の
気
蝿
健
闘

苦
慮
辛
苦
そ
う
い
ふ
も
の
に
対
し
て
は

員
賞
に
頭
の
下
る
思
ひ
が
す
る
。
我
勇

士
が
進
撃
の
途
上
水
溜
に
伏
せ
て
水
を

飲
む
同
が
二
つ
も
あ
る
。
二
つ
と
も

一

滴
の
水
を
も
い
と
ほ
し
み
渇
を
讐
し
て

ゐ
る
国
で
あ
る
。
疲
れ
て
渇

い
た
る
喉

が
ゝ
如
何

に
水

を
切
責

に
欲

す

る
か
は

登
山
家
の
人
に
は
よ
く
機
瞼
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
此
縮
を
見
て
職
伊
で
は
な

い
が
曾
て
飢
渇
に
悩
ん
だ
往
時
の
登
山

を
回
想
し
た
り
す
る
。

し
か
し
、
昨
日
迄
は
若
　
女
の
お
し

り
や
肉
附
き
の
よ

い
裸
婦
計
り
を
描

い

て
ゐ
すこ
こ
れ
ら
の
人
逹
が
瞬
間
に
韓
向

し
て
一県
創
ひ
た
む
き
そ
の
物
で
あ
る
戦

伊
費
に
道
入
つ
て
い
つ
すこ
の
で
あ
る
か

し
な

い
の
で
あ
る
。

マ
ア
国
家
が
も
つ

ら
、
ピ
ン
か
ら
キ
リ
迄
傑
作
戦
争
書
を

と
若

い
書
家
を
よ
く
保
護
し
て

一
生
懸

期
待
す
る
の
は
こ
ち
ら
が
無
理
な
こ
と

命
に
根
か
ら
の
戦
争
蓋
家
に
仕
立
て
あ

は
承
知
し
て
ゐ
る
。
愛
富
分
の
間
は
頭

げ
て
こ
そ
立
派
な
も
の
が
生
れ
て
く
る

の
下
る
や
う
な
迫
力
と
氣
塊
に
満
ち
た

と
自
分
は
考

へ
で
ゐ
る
。

縮
の
巧
拙
は
第
二
義
と
し
て
、
自
分

は
此
等
数
多
く
の
戦
争
費
の
中
か
ら
、

自
分
が
尊
攻
す
る
軍
の
装
備
や
兵
器
に

つ
き
ｂ
吾
等
山
岳
人
に
と
り
、
ど
れ
だ

け
の
交
渉
が
あ
る
か
、
そ
う
し
た
物
を

張
目
し
て
見
■
つ
稽

へ
た
か
つ
た
の
で

あ
つ
た
。
そ
れ
は
曾
て
二
度
も
三
度
も

「
軍
と
山
岳
人
と
の
提
携
」
に
つ
さ
微
力

な
が
ら
小
論
文
を
書

い
た
自
分
は
、
こ

れ
ら
の
戦
争
費
の
中
に
ど
の
程
度
に
叉

ど
う
い
ふ
風
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る

か
が
知
り
た
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

と
こ
ろ
が
、
開
東
軍
の
出
品
識
の
中

「
北
守
」
と
い
ふ
の
と
、
「
雲
原
を
征
く
」

と

「
野
管
の
夕
べ
」
と
い
ふ
二
つ
が
嚇

頭
目
に
入
つ
た
。
二
つ
共
足
の
装
備
は

略
同

一
で
あ
る
。
印
ち
何
か
ダ
ブ
′
ヽ

し
た
毛
で
つ
く
つ
た
や
う
に
思
は
れ
る

長
ゲ
ー
ト
ル
を
は
い
て
ゐ
る
。
軍
靴
は

不
明
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
長
ゲ
ー
ト
ル

は
こ
の
寒

い
雲
の
原
に
於
て
は
甚
だ
効

果
的
で
あ
る
と
感
心
し
た
。「
野
僣
の
夕

べ
」
に
よ
る
と
吾
等
が
平
常
内
地
に
於

て
も
よ
く
見
な
れ
て
ゐ
る
と
同
じ
形
の

外
套
を
兵
士
は
被
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て

手
袋
の
上
に
更
に
毛
度
で
作
つ
た
と
覺

し
な
手
袋
を
重
ね
て
ゐ
る
こ
と
は
そ
の

書
中
の
一
人
が
、
そ
の
一
う
を
紐
に
、

手
に
は
め
ず
に
首
か
ら
ブ
ラ
下
げ
て
ゐ

る
こ
と
に
よ
り
よ
く
剣
断
さ
れ
る
。
そ

し
て
外
套
の
頭
巾
の
裏
に
も
何
か
の
毛

皮
が
張
つ
て
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
材
料

は
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
久
し
き
以
前

よ
り
、
山
岳
家
の
厳
各
装
備
と
全
然

一
で
あ
る
こ
と
が
心
強

い
。
邊
か
に

古
住
民
の
も
つ
包
が
見

へ
る
。
我
陸

が
い
つ
の
間
に
か
う
い
ふ
最
新
式
に

て
適
切
な
る
も
の
を
採
用
し
た
の
か

そ
の
賢
明
と
努
力
に
封
し
て
は
誠
に

服
の
念
に
堪
え
な
い
。
こ
れ
で
こ
そ

北
の
守
り
は
確
手
と
し
て
十
分
で
あ

と
賞
に
吾
意
を
張
う
し
た
る
衣
第
で

つ
た
。
「
北
守
」
で
は
異
な
外
套
を
着

し
て
ゐ
る
。
白
色
で
外
套
と
い
は
ん

り
は
、
む
し
ろ
マ
ン
テ
ル
で
あ
る
。

を
熟
祀
す
る
と
、
朔
風
の
た
め
に
こ

マ
ン
テ
ル
は
軽
く
繊
つ
て
ゐ
る
。
し

る
に
一
方

「
雲
原
を
征
く
」
の
書
題

よ
る
と
、
兵
除
は
マ
ン
テ
ル
と
も
つ

か  `D

ず
外
套
と
も
つ
か
ぎ
る
も
の
を
笏
織
つ

て
、
そ
の
上
に
銃
を
肩
か
ら
斜
に
後
ろ

に
か
け
て
ス
キ
ー
を
は
い
て
ゐ
る
。
以

上
三
つ
の
給
は
三
つ
共
外
套
が
ち
が
つ

て
ゐ
る
。
そ
の
一
々
の
用
法
は
費
だ
け

で
は
剣
断
が
つ
か
な
い
。
或
は
兵
種
に

よ
つ
て
そ
れ
ム
ヽ
着
用
を
異
に
す
る
か

の
や
う
に
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
私
の
考

へ
で
は
、
こ
の
的
後
の

物
即
ち
マ
ン
テ
ル
と
も
外
套
と
も
つ
か

ぎ
る
マ
ン
テ
ル
か
ら
手
の
出
た
や
う
な

外
套
こ
そ
、
昔
よ
り
登
山
家
に
愛
用
さ

れ
た
も
の
で
、
既
に
大
二
十
年
頃
か
ら

私
が
或
は
ス
ウ
イ
ス
か
ら
或
は
換
國
か

ら
舶
載
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
此
の
外

套
は
脊
中
に
営
る
中
央
部
か
ら
裾

ヽ
か

け
て
大
き
な
襲
が

一
本
通
つ
て
ゐ
て
、

5
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ふ
く
ら
ん
だ
大
き
な
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
を

指
つ
た
上
か
ら
物
織
つ
て
も
相
営
量
伸

縮
が
き
く
の
で
大
憂
便
利
な
も
の
で
あ

つ
た
。
陸
軍
が
か
う
い
ふ
も
の
に
迄
日

を
つ
け
て
い
ち
早
く
探
澤
さ
れ
た
装
備

限
に
感
銘
し
、
吾
等
が
軍

へ
の
信
頼
の

念
は
い
や
高
ま
る
計
り
で
あ
つ
た
。
包

に
し
ろ
、
外
套
に
し
ろ
ｂ
手
袋
に
し
ろ

頭
巾
に
し
ろ
、
長
ダ
ー
ト
ル
に
し
ろ
、

何
れ
も
皆
今
日
最
新
最
銑
を
誇
る
登
山

家
の
そ
れ
と
殆
ん
ど
同

一
で
あ
る
こ
と

に
我
等
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
此
際

百
尺
竿
頭

一
方
を
進
め
て
ス
キ
ー
に
就

い
て
も
抱
懐
せ
る
愚
見
を
述
べ
て
み
た

い
が
、
現
在
の
陸
軍
ス
キ
ー
に
開
し
て

未
だ
そ
の
詳
細
を
熟
知
せ
ぬ
故
こ
れ
は

又
の
場
合
に
し
た
い
。

向
井
潤
吉
氏
筆

「
肉
薄
攻
撃
」
は
場

中
で
の
大
作
で
あ
つ
た
。
こ
の
結
蓋
は

断
崖
下
に
膠
着
せ
る
吾
勇
敢
な
る
工
兵

隊
が
奮
然
と
し
て
熾
烈
な
る
敵
の
銃
砲

火
を
胃
し
て
持
に
崖
上
に
あ
る
敵
陣
地

に
跳
り
込
ま
ん
と
す
る
同
で
あ
る
。
或

者
は
銃
創
で
突
込
ま
ん
と
し
て
ゐ
る
。

或
者
は
岩
の
陰
に
身
を
隠
し
な
が
ら
攀

ぢ
登
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
、
或
者
は
岩
に

く
ら
い
つ
い
て
ゐ
る
。
愛
に
は
登
山
家

の
使
用
す
る
や
う
な
ロ
ー
プ
は
認
め
ら

れ
な
い
。
何
の
登
攀
具
も
注
意
し
た
が

描

い
て
な
か
つ
た
。
し
か
し
仄
聞
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
我
陸
軍
で
は
か
ゝ

る
登
攀
具
迄
も
既
に
研
究
さ
れ
て
ゐ
る

と
い
ふ
。
勿
論
軍
と
し
て
は
、
軍
の
立

場
上
に
印
應
し
て
の
み
の
研
究
で
あ
る

か
ら
、
ビ
ト
ン
一
本
、

ロ
ー
プ
の
一
筋

も
吾
々
登
山
家
の
も
の
と
は
ち

が

ふ

の
は
知
れ
切
つ
て
ゐ
る
が
、
と
り
あ
へ

ず
、
既
に
か
ゝ
る
物
迄
が
叉
我
陸
軍
が

よ
く
こ
な
し
て
採
用
し
て
ゐ
る
こ
と
に

吾
歎
喜
は
あ
る
。
城
壁
を
攀
づ
る
に
組

梯
子
の
あ
る
こ
と
は
既
に
映
豊
で
み
た
。

岩
梯
子
を
踏
み
越
え
、
さ
が
し
き
断
崖

を
上
下
す
る
に
ロ
ー
プ
の
あ
る
こ
と
は

無
論
で
あ
る
。
敵
を
前
に
し
て
悠
々
岩

登
り
の
秘
術
を
素
す
と
い
ふ
こ
と
は
困

難
で
め
る
か
ら
、
こ
の
登
攀
技
術
も
巧

緻
精
細
よ
り
は
む
し
ろ
拙
速
を
専

一
と

し
た
い
が
故
に
一
工
夫
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
縄
梯
子
、

ロ
ー
プ
、

ビ

ト

ン
も

筒
竿
竹
を
も
必
要
と
し
た

い
。
折
昼
式
ス
キ
ー
が
あ
る
部
除
に
は

断
然
重
説
さ
れ
て
よ
い
が
如
く
、
ビ
ッ

ケ
ル
を
も
軍
除
が
使
用
す
る
と
せ
ば
、

そ
の
本
柄
に
長
短
自
在
の
工
夫
を
も
凝

ら
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

「
北
邊
の
暮
曾
」
も
亦
示
唆
に
富
む
構

日
で
あ
つ
た
。
天
丼
に
ひ
け
る
一
筋
の

綱
か
ら
吊
る
二
つ
の
洋
燈
は
懐
し
い
．

こ
れ
は
軍
と
山
岳
家
と
何
れ
が
先
き
に

探
澤
使
用
し
た
か
は
剣
ら
な
い
が
、
私

は
後
者
に
国
扇
を
撃
げ
た
い
。
誉
舎
内

で
は
昔
か
ら
陸
軍
に
あ
つ
た
か
否
か
は

別
と
し
て
幕
舎
内
で
は
世
か
に
吾
等
の

方
が
軍
に
一
歩
を
先
ん
じ
た
か
の
や
う

に
思
ふ
。
つ
い
で
な
が
ら
鍍
山
用
ヘ
ツ

ド
電
燈
の
や
う
な
も
の
は
、
か
う
い
ふ

と
一
笑
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
軍
は

採
用
し
て
よ
い
と
思
ふ
、
誰
れ
憚
ら
ぬ

ス
キ
ー
行
軍
と
か
、
洞
穴
内
捜
索
と
か

暗
夜
の
渡
河
と
か
に
は
十
三
分
に
必
需

品
だ
と
稽

へ
る
か
ら
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
日
は
深
夜
の
包
の
内
部
を
篤
し
た

も
の
で
な
い
か
ら
、
未
だ

一
人
の
兵
士

と
雖
も
眠
り
に
就

い
て
を
ら
ぬ
が
故
に

そ
の
寝
具
は
想
像
の
外
は
な
い
が
、
恐

ら
く
そ
れ
は
毛
布
の
類
で
な
い
か
と
憶

測
さ
れ
る
。
若
し
登
山
家
が
平
素
使
つ

て
ゐ
る
裳
袋
の
類
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

吾
等
の
不
明
は
漸
愧
に
堪

へ
ぬ
が
、
包

や
天
幕
中
で
の
簡
便
な
展
具
と
し
て
は
、

携
特
に
も
至
便
に
し
て
暖

い
こ
の
療
袋

の
使
用
を
希
望
す
る
。
尤
も
登
山
家
と

全
然
同

一
の
物
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し

ろ
開
閉
自
在
、
開
け
ば
約
二
間
程
の
シ

ー
ツ
と
な
る
余
用
的
寝
袋
を
推
薦
し
た

い
の
で
あ
る
。

登
山
家
の
装
備
を
、
そ
れ
が
い
く
ら

合
理
的
で
あ
り
又
至
便
と
し
て
も
、
そ

の
儘
そ
れ
を
軍
除
に
押
し
付
け
る
不
合

理
は
百
も
承
知
で
あ
る
が
、
私
は
我
陸

軍
が

一
暦
登
山
嚢
の
如
き
も
の
に
手
を

加

へ
て
軍
の
威
儀
を
損
せ
ぬ
限
り
こ
れ

が
採
用
を
も
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

殊
に
我
衛
生
除
、
軍
讐
隊
の
人
逹
の
間

に
於
て
、
窪
袋
と
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
と
は

極
め
て
便
利
で
あ
る
と
思
ふ
ｃ
今
日
皆

が
使
つ
て
ゐ
る
や
う
な
三
つ
ポ
ケ
ツ
ト

の
徒
ら
に
繁
難
に
し
て
定
り
き
つ
た
も

の
は
度
外
祀
し
て
よ
い
。
簡
素
で
し
か

も
費
用
的
で
あ
り
且
多
少

い
か
つ
い
と

こ
ろ
を
加

へ
る
の
外
、
胸
部
に
も
、
古

い
登
山
家
が
愛
用
し
た
と
き
く
、
ズ
ダ

ル
ス
キ
ー
ポ
ケ
ツ
ト
を
ニ
ケ
併
用
す
る

か
、　
一
個
を
大
き
く
藤
倍
の
袋
の
如
く

負
紐
に
結
び
つ
け
る
か
、
多
少
の
工
夫

に
よ
り
清
新
に
し
て
堅
賞
な
も
の
を
作

り
た
い
。
人
は
皆

ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
と
い

ふ
言
葉
上
の
槻
念
か
ら
、
す
ぐ
尋
常

一

様
の
登
山
嚢
を
想
像
す
る
に
止
る
が
、

そ
の
登
山
・嚢
か
ら
憂
韓
濶
達
し
た
る
物

を
工
大
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
展
覧
會
に
描
れ
て
ゐ
た
用
具
装

備
の
中
、
吾
等
登
山
家
に
開
係
あ
る
も

の
は
以
上
の
如
く
に
僅
少
で
あ
つ
た
か

ら
、
一筆
は
他
に
廻
ら
ぬ
が
、
再
三
く
り

返
し
て
今
日
迄
に
い
つ
た
如
く
、
軍
と

山
岳
家
は
賞
に
か
く
の
如
き
少
数
な
も

の
の
中
に
も
共
通
鮎
が
誠
に
多

い
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
野
球
庭
球
は
今

日
の
御
時
世
に
不
必
要
と
し
て
つ
ぶ
さ

れ
た
が
、
登
山
は
行
革
ス
キ
ー
と
共
に

現
存
し
た
の
で
あ
る
。
行
軍
し
て
直
接

御
役
に
立
つ
の
は
立
浜
な
行
鶯
と
し
て

賞
讃
さ
れ
よ
う
が
、　
一
歩
そ
の
好
む
と

こ
ろ
に
従
つ
て
深
く
考

へ
よ
く
工
夫
し

て
、
軍

へ
の
装
備
用
具

（
一
括
し
て
兵

器
）
の
研
究
は
他
に
も
よ
り
重
要
な
る

學
者
達
の
協
力
が
あ
る
と
し
て
も
、
又

登
山
家
は
そ
の
登
山
の
せ
ま
き
範
囲
よ

り
し
て
そ
の
畿
験
を
生
か
し
て
、
ま
し

と
信
ず
る
も
の
を
奮
つ
て
貢
献
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
陸
軍
美
術
展
覧
會
を

見
て
一
言
同
志
Ｑ
奮
起
を
促
す
。

（
十
八
年
二
月
九
日
）

ビ
ル
マ
戦
線
に
て

廣

瀬

甚

吾

。
懐
し
い
會
報
有
難
う
存
じ
ま

す
。
持
様
お
憂
り
な
く
御
健
闘
の
事
と

存
じ
ま
す
。
大
東
亜
戦
建
設
戦
も
着
々

進
行
し
て
お
り
ま
す
。
小
生
相
憂
ら
ず

元
気
で
お
り
ま
す
。

内
地
は
櫻
の
ツ
ボ
ミ
、
山
は
新
芽
の

頃
で
せ
う
が
こ
ち
ら
は
既
に
酷
暑
が
本

ま
し
て
何
物
も
灼
き
つ
く
す
様
な
日
光

で
す
。
然
し
ジ
ヤ
ン
グ
ル
内
で
悪
疫
も

何
も
そ
の
で
皆
張
切
つ
て
お
り
ま
す
。

ビ
ル
マ
の
何
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雲
解
け

水
で
す
。
ビ
ル
マ
の
山
は
ヒ
マ
ラ
ャ
に

通
ず
る
と
云
ひ
ま
せ
う
か
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
雲
を
見
る
夢
は
現
と
な
る
マ
も
如
れ

ま
せ
ん
。　
い
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
呑
む
の
慨

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
皆
健
在
で
す
か

ら
御
安
心
下
さ
い
。

内
地
は
何
か
と
憂
る
こ
と
で
せ
ぅ
。

玄
米
食
に
な
つ
た
様
で
す
ね
。
玄
米
食

は
結
構
で
す
。
こ
ち
ら
は
自
米
は
有
η

餘
る
程
あ
り
ま
す
。
何
と
一
升
六
錢
で

す
。
然
し
美
味
く
あ
う

ま
せ
ん
。
之
は

作
る
人
の
心
構

へ
が
違
ふ
か
ら
で
せ
う

つ
く
づ
く
祀
国
の
米
の
有
難
さ
を
感
じ

ま
す
。
ジ
ヤ
ン
グ
ル
内
で
食
ひ
氣
だ
け

な
の
で
途
に
食
ふ
話
に
な
り
失
讚
し
ま

し
た
。
で
は
又
お
た
よ
り
し
ま
す
。

逢
か
に
祀
國
の
皆
様
の
御
健
日
を
お

所
り
し
ま
す
。
敬
具

（
十
八
年
二
月
到
着
）
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の

會

員

の

群

―
聴
く
方
の
立
場
の
一
人
と
し
て
―

塚

本

繁

松

「
會
員
の
導
」
と
い
ふ
の
は
十
六
年
の

春
頃
冠
松
次
郎
氏
の
提
唱
に
よ
つ
て
會

報
に
設
け
ら
れ
た

一
つ
の
欄
で
あ
る
。

こ
の
欄
を
設
け
る
時
、
會
報
の
内
容
は

ど
れ
も
こ
れ
も
皆
會
員
の
撃
で
は
な
い

か
と
交
ぜ
返
し
た
者
も
あ
つ
た
。
特
別

の
準
な
ら

「
會
員
の
大
導
」
と
で
も
し

た
ら
ど
う
だ
と
牛
昼
を
入
れ
る
者
も
あ

つ
た
り
し
た
が
、
と
に
か
く
會
員
の
會

へ
封
し
て
の
希
望
、
要
求
と
い
つ
た
も

の
を
の
せ
る
欄
と
し
て
常
時
の
編
輯
者

望
月
連
大
粛
が
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
欄
を
作
る
時
、
欄
を
作
つ
て
も
會

員
の
寄
稿
が
績
か
ね
ば
結
局
そ
の
欄
も

績
か
な
い
の
だ
と
望
月
君
は
書

い
て
ゐ

る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
反
響
は
忽
ち
あ
つ

て
、
先
づ

「
山
岳
」
が
餘
η
む
つ
か
し

過
ぎ
る
か
ら
、
も
つ
と
費
等
の
身
近
か

に
感
ず
る
記
事
を
の
せ
て
く
れ
と
注
文

が
出
た
。
近
頃
の

「
山
岳
」
は
ま
る
で

山
岳
學
の
學
位
論
文
み
た

い
だ
と
い
つ

た
や
う
な
批
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
封
し

て
、
「
山
岳
」
に
は

「
山
岳
」
の
特
色
が

あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

一
般
雑
誌
並

に
す
る
事
は
希
望
し
な
い
と
い
ふ
寄
稿

も
の
つ
た
。

私
な
ど
も

「
山
岳
」
は
少
し
難
か
し

過
ぎ
る
と
思
つ
て
ゐ
た

一
人
で
あ
る
が

さ
う
か
と
言
つ
て

一
般
雑
誌
並
に
し
た

い
と
も
思
つ
て
ゐ
な
い
。
右
の
要
望
に

封
し
て

「
山
岳
」
の
編
韓
者
は
ど
う
ゆ

う
考
を
持
つ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
私

も
役
員
の
末
席
を
汚
す

一
人
と
し
て
、

又
事
務
所
を
預
つ
て
ゐ
る
立
場
か
ら
な

る
べ
く
さ
ら
し
た
要
望
に
浩
ふ
よ
う
に

努
力
し
て
来
て
ゐ
る
積
り
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
進
ん
で
拙
文
を

「
山
岳
」
誌

上
に
の
せ
て
も
ら
つ
た
り
し
て
来
た
。

ま
だ
役
員
會
の
議
題
に

「
山
岳
を
今
少

し
や
さ
し
く
す
る
件
」
な
ん
て
い
ふ
の

が
提
案
さ
れ
た
事
が
な
く
、
役
員
達
の

考
は
ど
ん
な
も
の
か
分
ら
な
い
が
、
今

度
小
島
名
誉
會
員
が

「
山
岳
が
む
つ
か

し
過
ぎ
る
と
い
ふ
話
も
あ
る
や
う
だ
か

ら
」
と
言
つ
て

「
人
力
車
上
の
期
山
放

行
」
と
い
ふ
一
文
を

「
山
岳
」
に
下
さ

つ
た
。
有
難

い
と
思
つ
た
。
「
山
岳
」
の

内
容
に
つ
い
て
矢
張
り
さ
う
し
た
開
心

を
持

つ
て
ゐ
て
下
さ
つ
た
事
が
有
難
か

つ
た
の
で
あ
る
。
「
山
岳
」
は
色
々
の
影

響
で
問
題
に
な
つ
て
か
ら
今
度
出
る
の

で
や
つ
と
三
冊
日
だ
が
、
難
か
し
過
ぎ

る
と
い
ふ
方
向
に
も

一
般
雑
誌
向
に
も

進
ん
で
ゐ
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

夫

い
で
問
題
に
な
つ
た
の
は
、
其
冬

マ
ナ
ガ
洋
で
起
つ
た
雪
崩
遭
難
に
封
し

て
厳
正
批
判
の
要
望
で
あ
つ
た
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
三
回
に
わ
た
つ
て
倉

員
間
に
論
職
的
の
も
の
が
績
け
ら
れ
、

最
後
に
、
山
岳
會
も
此
際

一
言
あ
つ
て

然
る
べ
し
と
あ
つ
た
の
で
、
宙
時
編
輯

の
責
任
者
で
あ
つ
た
私
は

「
編
韓
者
日

く
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
各
方
面
の

意
見
を
求
め
責
任
あ
る
結
末
を
つ
け
た

い
考
で
ゐ
ま
す
」
と
書
か
ぎ
る
を
得
な

い
立
場
に
な
つ
た
の
で
あ
つ
すこ
。
縄
封

的
に
さ
ら
わ

う
立
場
に
立
た
さ
れ
た
詳

で
は
な
い
が
、
其
虎
迄
木
て
は
さ
ら
す

る
責
任
が
あ
る
と
思
つ
た
の
で
あ
る
。

公
的
の
責
任
で
あ
る
。
其
虎
で
巌
正
な

検
討
を
し
て
く
れ
る
や
ら
な
人
を
物
色

し
た
の
だ
が
、
早
大
山
岳
部
の
承
認
を

得
た
の
で
御
願
ひ
す
る
事
と
し
、
先
づ

遭
難
事
件
の
責
任
的
立
場
に
あ
る
営
事

者
に
封
し
て
會
報
の
論
戦
状
況
を
示
し

て
、
事
件
の
頭
末
の
説
明
を
要
望
し
すこ

の
で
あ
る
。
そ
の
承
諾
を
得
る
事
は
出

来
た
が
、
た
ま
′
ヽ

「
會
員
の
導
」
中

に
使
用
さ
れ
た
字
旬
に
幾
分
不
用
意
な

言
葉
が
あ
つ
た
の
で
そ
れ
を
人
身
攻
撃

な
り
と
営
事
者
が
言
ひ
出
し
、
か
つ
匿

名
で
あ
る
の
は
卑
怯
で
あ
る
か
ら
執
筆

者
の
氏
名
を
明
ら
か
に
せ
よ
と
迫
ら
れ

た
。
會
報
編
輯
者
と
し
て
は
員
摯
な
會

員
の
導
と
し
て
曾
報
に
の
せ
た
も
の
で

あ
り
、
人
身
攻
撃
な
ど
と
は
い
さ
さ
か

も
思
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
だ
か
ら
此
要

求
に
應
ず
る
事
は
拒
絶
せ
ぎ
る
を
得
な

か
つ
た
。
し
か
し
こ
の
事
は
決
し
て
責

任
を
回
避
す
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
漸
く
常
事
者
の
説
明
を
慕
取

す
る
事
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

席
に
は
早
大
の
外
、
慶
大
の
山
岳

織
門
信
彦
君
に
も
出
席
し
て
も
ら
つ
た

此
の
席
で
は
自
然
色
々
意
見
も
出
た
が

批
剣
會
で
は
な
い
の
だ
か
ら
決
定
的
の

意
見
は
褒
表
さ
れ
な
か
つ
た
。
た
ゞ
事

情
を
聞

い
た
後
の
感
想
は
二
三
述
べ
ら

れ
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
雪
崩
発
生

の
営
日
は
降
雪
が
績
き
、
新
雪
が
相
宙

多
く
積
つ
た
が
、
夕
刻
に
な
つ
て
も
降

雪
は
や
ま
ず
、
雪
崩
の
危
険
が
刻
々
に

迫
つ
て
来
た
と
思
は
れ
た
の
で
、
折
柄

ス
キ
ー
練
習
中
の
人
々
に
、
安
全
と
思

は
れ
る
雪
洞

へ
の
引
揚
げ
を
命
じ
た
と

の
営
事
者
の
説
明
に
対
し
て
、
そ
の
や

う
な
日
に
彗
崩
の
邁
過
す
る
道
筋
で
ス

キ
ー
の
練
習
を
行
は
せ
る
と
い
井
事
そ

の
事
が
、
事
件
と
は
直
接
関
係
が
な
い

と
し
て
も
何
か
そ
こ
に
遠
因
が
あ
る
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
少

な
く
共
山
に
封
し
て
抱

い
て
ゐ
る
我
々

の
態
度
と
営
事
者
の
山
の
見
方
と
に
幾

ら
か
開
き
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
と

の
感
想
が
あ
つ
た
。

マ
チ
ガ
澤
は

一
見
し
て
は
甚
だ
雲
崩

の
危
険
性
の
多

い
谷
の
や
う
に
見
え
る

が
、
此
時
の
営
事
者
の
読
明
に
よ
れ
ば

数
年
に
わ
た
る
賞
地
踏
査
の
結
果
雲
崩

の
出
場
所
は
明
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
は

注
意
す
れ
ば
避
け
る
事
が
出
来
る
の
で

安
全
に
や
つ
て
の
け
る
自
信
が
あ
つ
た

と
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
思
ひ
が
け
ぬ

例
外
的
な
雪
崩
の
通
過
の
鶯
に
惨
事
が

起
つ
た
の
だ
さ
ら
で
あ
る
。
雪
崩
と
い

ふ
も
の
は
数
十
年
の
年
輸
の
あ
る
森
林

を
さ
へ
薙
ぎ
倒
し
て
洒
過
す
る
事
の
あ

る
事
は
、
山

へ
登
る
人
な
ら
大
低
は
知

つ
て
ゐ
よ
う
。
さ
う
し
た
例
外
的
な
雪

崩
の
鶯
に
起
き
た
惨
事
な
ら
ば
誠
に
不

運
と
い
ふ
よ
り
外
な
か
つ
た
で
あ
ら
う

し
か
し
こ
の
事
件
の
現
場
は
決
し
て
そ

れ
程
の
例
外
的
な
所
で
は
な
か
つ
た
や

う
で
、
只
宙
事
者
の
数
年
の
経
験
に
よ

る
安
全
地
帯
に
過
ぎ
な
か
つ
た
事
は
残

酷
な
現
賓
に
よ
つ
て
證
明
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
事
は
各
山
を
歩
く
程
の
人

は
大
い
に
戒
心
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事

と
つ
く
人
ヽ
感
ぜ
ら
れ
た
。
自
分
は
こ

の
谷
に
精
通
し
て
ゐ
る
か
ら
大
文
夫
だ

と
い
ふ
錯
覺
が
往
々
に
し
て
我
々
に
起

き
勝
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
惨
事
を
引

起
す
原
因
と
な
ら
ぬ
と
は
ど
う
し
て
言

へ
よ
う
。
こ
の
場
合
競
々
た
る
未
維
瞼

者
よ
り
も
経
験
者
の
方
に
反
つ
て
危
険

が
潜
ん
で
ゐ
る
事
が
思
は
れ
、
人
智
み

度

と
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自
覺
し
て
置
き
た
い
も
の
と
思
つ
た
。

こ
の
事
件
の
説
明
後
常
事
者
達
は
、

こ
の
問
題
は
こ
れ
で
打
切
り
に
し
て
も

ら
ひ
た

い
と
私
に
迫
つ
た
。
私
は
そ
れ

に
対
し
て
明
答
し
な
い
で
別
れ
た
。

こ
の
件
は
後
で
會
の
役
員
會
で
又
問

題
に
な
つ
た
。
道
難
を
扱
ふ
事
は
餘
程

惧
重
な
態
度
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
事
、　
一
般
の
雲
崩
遭
難
を
論
じ
て
そ

の
例
と
し
て
そ
の
問
題
を
取
扱
ふ
の
な

ら
と
に
か
く
少
な
く
共
其
問
題
を
主
題

と
し
て
會
報
に
の
せ
る
事
は
見
合
せ
ら

れ
た
い
と
い
ふ
よ
う
な
詳
で
、
常
事
者

に
は
し
の
び
な
い
事
で
は
あ
る
が
、
此

際
厳
正
に
検
討
し
て
そ
の
結
果
を
褒
表

す
る
事
は
登
山
界
に
必
要
で
あ
る
と
力

説
す
る
人
は

一
人
も
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
事
情
Ｌ
（他
で
此
事
件
は
締

局
そ
れ
き
り
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
ｃ

所
が
そ
の
後
此
遭
難
事
件
の
常
事
者

が
そ
の
會
の
會
報
誌
上
で
「

・會
員
の
率
」

の
記
事
に
開
し
、
本
會
に
封
し
て
抗
議

的
甲
入
れ
を
行
つ
て
来
た
の
で
あ
る
が

そ
れ
に
封
し
て
は
獣
殺
し
て
し
ま
つ
た

の
で
あ
る
。

私
と
し
て
は
今
頃
こ
の
問
題
を
蒸
し

返
す
氣
持
は
毛
頭
持
た
な
い
の
で
あ
る

が
、
営
時

「
責
任
あ
る
結
末
を
つ
け
た

い
考
で
あ
る
」
と
編
韓
者
と
し
て
公
言

し
て
置
き
乍
ら
そ
れ
き
り
に
し
て
し
ま

う
事
は
如
何
に
も
心
苦
し
く
無
責
任
な

気
が
し
た
の
で
、
後
れ
馳
せ
乍
ら
も
此

虎
に
そ
の
経
過
を
説
明
し
て
営
時
間
心

を
持
た
れ
た
方
々
に
対
し
て
責
任
の
一

牛
を
果
し
た
い
と
思
井
の
で
あ
る
。

只
此
虎
で
面
白

い
の
は
此
問
題
を
境

と
し
て

「
會
員
の
率
」
の
寄
稿
が
ぴ
つ

た
り
と
な
く
な
つ
た
事
で
あ
る
。
私
自

身
こ
そ

「
會
員
の
導
」
欄
の
鶯
に
相
営

に
手
を
焼

い
た
と
も
言

へ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
多
ぐ
の
會
員
の
方
々
は
さ
う

し
た
経
過
を
知
つ
て
居
ら
れ
る
由
も
な

い
の
に
、　
一
向
音
沙
汰
が
な
く
な
つ
た

の
は
ど
う
し
た
講
か
。
こ
れ
は
思
ふ
に

只

「
會
員
の
率

」
だ
け
が
な
く
な
つ
た

の
で
は
な
い
の
で
、
折
し
も
そ
の
頃
、

會
の
財
政
が
苦
し
い
の
に
倉
費
の
値
上

げ
も
賓
行
出
来
ず
、
経
費
節
減
の
電
に

十
六
頁
の
會
報
が
忽
ち
八
頁
と
牛
減
に

な
り
ｂ
其
上
問
も
な
く
そ
れ
も
隔
月
奎

行
に
な
る
と
い
ふ
湾
維
方
針
を
見
て
、

會
員
諸
氏
も
或
は
會
報
原
稿
を
書
く
氣

が
し
な
く
な
つ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
は
れ
る
。
其
證
稼
に
原
稿
は
釜
々
減

る

一
方
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
先
糖
の
含

報
に
は
編
韓
者
が
そ
の
あ
と
が
き
に
そ

の
苦
し
い
立
場
を
訴

へ
て
居
ら
れ
る
。

此
暁
だ
つ
て
立
派
な
原
稿
が
澤
山
あ
り

さ
へ
す
れ
ば
私
が
こ
ん
な
も
の
を
書
か

な
く
て
済
ん
だ
の
で
あ
る
。

御
承
知
の
よ
う
に
先
琥
か
ら
會
報
が

再
び
元
の
二
色
刷
に
憂
つ
た
。　
一
色
の

ひ
ど
く
不
畿
裁
な
會
報
も
二
回
だ
け
で

御
別
れ
が
出
来
た
の
は
幸
ひ
で
あ
つ
た

こ

れ

で

あ

の
不

な
も
の
よ
り
は
値

段
が
相
常
に
安

い
の
だ
か
ら
あ
れ
は
ひ

ど
か
つ
た
。
今
度
の
二
色
刷
を
ず
つ
と

績
け
ら
れ
る
の
か
と
開
か
れ
る
と
、
然

り
と
は
確
答
出
来
な
い
。
績
け
ら
れ
る

と
引
受
け
て
も
ら
つ
た
の
で
大
い
に
喜

ん
で
や
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
今
の

御
時
世
だ
か
ら
先
の
事
は
何
と
も
言
へ

な
い
の
ぢ
や
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
そ

れ
で
は
無
方
針
で
な
い
か
と
言
は
れ
る

の
が
甚
だ
つ
ら
い
の
で
あ
る
が
、
も
し

駄
目
に
な
つ
た
ら
矢
張
り
戦
争
の
鶯
だ

と
諦
め
て
い
た
ゞ
き
た
い
。

含
報
も
長
く
隔
月
が
績

い
た
。

い
や

そ
れ
さ
へ
後
れ
勝
ち
で
あ
つ
た
。
今
月

か
ら
毎
月
発
行
に
蹄
る
と
言
明
し
て
か

ら
既
に
牛
年
餘
り
に
な
る
。
心
苦
し
い

限
り
で
あ
つ
た
が
此
塊
か
ら
初
め
て
毎

月
残
行
に
戻
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る

七
月
塊
は
七
月
中
に
お
届
け
す
る
よ
う

に
し
た
い
。
若
し
そ
れ
を
不
可
能
と
す

る
事
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
下
の
所
そ

れ
は
原
稿
不
足
以
外
に
は
考

へ
ら
れ
な

い
。
會
報
が
元
氣
を
依
復
し
た
こ
の
際

に
ど
う
か
ど
し
′
ヽ
順
稿
を
寄
せ
て
い

た
ゞ
き
た

い
と
思
ふ
。

そ
し
て
此
際
例
の
「
會
員
の
革
」
欄

も
復
活
し
て
大
い
に
希
望
や
意
見
も
逃

べ
て
い
た
ゞ
き
た
い
。
「
會
員
の
馨
」
欄

の
設
け
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
お
忘
れ

の
方
は
、
會
報

一
〇
二
塊
の
冠
さ
ん
の

こ
の
欄
提
唱
の
記
事
を
讃
み
返
し
て
い

た
ゞ
き
た
い
と
思
ふ
。
営
時
と
は
時
世

つ
て
は
ゐ
る
が
、

こ
の

も

に

分

開
す
る
意
味
は
大
し
て
愛
つ
て
ゐ
る
と

は
思
は
れ
な
い
。
た
Ｖ
前
回
の
経
験
に

よ
つ
て
匿
名
の
残
表
だ
け
は
や
め
に
し

た

い
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
會
報
用
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、

折
悪
し
く
會
報
の
資
行
回
数
が
少
な
く

頁
数
も
少
な
い
頃
の
賞
績
調
査
に
よ
つ

て
日
本
出
版
文
化
協
會
か
ら
配
給
を
受

け
た
の
で
、
そ
の
量
は
宙
時

（
昭
和
十

六
年
夏
）

の
賞
際
使
用
量
の
三
分
の
一

く
ら
ひ
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
共
虎
で
早

速
協
會
に
交
渉
し
て
も
つ
と
賓
状
に
浩

ふ
よ
う
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
と
訴

へ
た

の
で
あ
る
が
、
営
時
協
會
で
は
本
會
を

理
解
出
木
な
か
つ
た
も
の
か
、
紙
の
量

を
檜
す
所
か

一
般
と
同
様
に
技
々
と
減

る
ば
か
り
で
、
何
度
特
別
配
給
を
申
請

し
て
も
却
下
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
つ
た

會
報
の
資
行
の
不
規
則
に
な
つ
た
の
は

一
つ
に
は
こ
の
影
響
も
あ
つ
た
の
で
あ

る
。
所
が
昨
年
秋
頃
か
ら
漸
く
本
會
に

対
す
る
理
解
を
幾
分
深
め
た
や
う
で
、

昨
年
末
と
こ
の
二
月
の
大
制
減
で
一
般

の
雑
誌
が
五
割
以
下
の
紙
の
量
し
か
配

給
さ
れ
な
く
な
つ
た
の
に
封
し
、
逆
に

會
報
用
紙
に
は
二
回
の
特
配
が
あ
つ
て

今
後
毎
月
十
二
頁
の
會
報
を
残
行
し
て

十
分
賄
ひ
得
る
紙
の
量
を
配
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
つ
た
事
は
會
員
諸
氏
に
も
喜

ん
で
い
た
ゞ
い
て
よ
い
事
と
思
ふ
。
牛

紙

一
枚
満
足
に
買

へ
な
い
時
代
で
あ
れ

ば

こ
そ

こ
ん

な

も
問
題
と
な
る
の
で

あ
る
が
、
そ
ん
な
詳
で
紙
が
少
な
い
の

で
會
報
の
残
行
も
出
来
な
い
の
だ
ら
う

な
ど
と
い
ふ
事
は
決
し
て
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
安
心
し
て
名
論
卓
説
を
ど
し

′
ヽ
寄
せ
て
い
た
ゞ
き
た
い
も
の
で
あ

スυ
。

第
二
十
七
年
第
二
琥
内
容
豫
告

一
、
山
岳
風
景
論
　
　
　
辻
　
藩

一

一
、
山
に
省
り
み
る
　
　
木
暮
理
太
郎

一
、
山
兎
の
習
性
　
　
　
梅
樺
　
忠
夫

一
、
飯
豊
山
研
究
　
　
　
一一高
山
岳
部

一
、
北
葛
洋
再
記
　
　
　
西
岡
　
一
雄

一
、
入
力
車
上
の
槻
山
旅
行小

島
　
烏
水

一
、
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ吉

洋
　
一
郎

一
、
憂
り
行
く
富
士
の
姿

塚
事
　
繁
松

一
、
共
他

右
の
外
向
敦
編
の
豫
定
稿
が
あ
り
、

近
く
決
定
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
御

期
待
を
乞
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
紙

は
失
張
最
上
質
紙
を
使
用
致
し
ま
す

秋
の
う
ち
に
御
屈
け
出
来
る
よ
う
に

努
力
致
し
ま
す
。

X

X

山
　
　
岳

8
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′
ヽ

―

く

１

ノ

ヽ

′
ヽ

１

く

ｌ

く

１
ノ

ヽ

盲

務

報

告

昭
和
十
八
年
通
常
線
會

日
時
　
二
月
十
四
日
午
後
六
時

場
所
　
蔵
前
工
業
會
館
講
堂

準
備
係
　
木
暮
理
太
郎
、
撻
有
恒
ゝ
鳥

山
悌
成
ゝ
木
村
策
吉
ｂ
角
田

吉
夫
、
塚
本
繁
松

議
事
係
　
木
暮
理
太
郎
、
梅
有
恒
、
西

堀
榮
二
郎
、
乗
松
學
、
交
野

武

一
、
角
田
吉
夫
、
織
内
信

彦
、
尿
本
繁
松

議
長
　
　
會
長
木
暮
理
太
郎

控
　
　
　
副
會
長
根
有
恒

議
事
説
明
理
事
鳥
山
悌
成

監
事
　
　
木
村
銀
吉

書
記
　
　
評
議
員
角
田
吉
夫
、
幹
事
織

内
信
彦

受
付
司
會
主
事
塚
本
繁
松

国
民
儀
讃
ノ
後
開
會
、
本
暮
議
長
議

長
席

二
着
席
開
會
ヲ
■
ス

五
円
七
日
附
會
員
絶
會
通
知
状
食
途

會
員
総
敷

一
十
二
百
十
六
名

前
日
迄

二
意
見
具
中
者
　
ナ
シ

出
席
者
　
　
三
十
六
名

委
任
出
席
者

一
千
百
八
十
名

依
テ
定
款
第
二
十
三
條
第
二
條

ニ
ヨ

ル
出
席
者
線
敷
會
員
ノ
三
分
ノ
ニ
以
上

二
逹
ン
タ
ル
ヲ
以
テ
此
虎

二
絡
會
成
立

議
長
會
務
報
告

二
入
ル

會
務
報
告
（
要
旨
）

元
々
私
共
ノ
内
部
的
要
求

ニ
ヨ
ツ
テ

嚢
足
シ
多
年
ノ
練
磨
ヲ
得
テ
茶
夕
登
山

ハ
、
時
局
ノ
進
展

ニ
ヨ
リ
今
ヤ
釜
々
関

家
的
重
要
性
ヲ
帯
ビ
テ
木
夕
事

ハ
欣
快

ニ
タ
ヽ
ナ
イ
次
第
デ
、
時
局
ノ
要
望
ニ

ヨ
ツ
テ
大
日
本
盤
育
會
、
大
日
本
學
徒

畿
育
振
興
會
等
ガ
結
成
サ
ン
タ
が
、
本

會

ハ
コ
レ
等
卜
連
絡

ン
提
携
シ
テ
進
ン

デ
行
キ
タ
イ
ト
思
フ

本
會
モ
多
数
ノ
重
要
ナ
人
達
ヲ
前
線

其
他

二
進
り
出
シ
、
鶯

二
事
業
ノ
促
進

二
多
大
ノ
支
障
困
難
ブ
来
シ
テ
ヰ
ル
ガ

ソ
レ
デ
モ
既
定
ノ
事
業
ヲ
後
レ
パ
セ
乍

ラ
進
メ
テ
居
り
、
登
山
年
譜
ノ
編
纂
モ

沼
井
君
其
他
ノ
努
カ
ニ
ヨ
ツ
テ
相
営
ノ

進
展
ヲ
見
テ
居
り
、
南
方
ノ
山
ノ
研
究

モ
進
メ
テ
居
ル

本
年
モ
ソ
レ
等
ノ
事
業
ノ
外

二
山
岳

年
鑑
ノ
編
纂
其
他
ヲ
ナ
ス
事

ニ
ナ
リ
ロ

下
案
ヲ
練
ツ
テ
ヰ
ル

本
會
々
員

ハ
多
年
八
百
名
内
外
デ
ア

ッ
タ
ガ

一
昨
年
秋
初
メ
テ
一
千
名
ヲ
突

破
シ
、
ソ
レ
ガ
昨
五
月
十
二
ロ
ノ
現
在

デ
ハ
一
千
三
百
十
八
名
二
違
シ
テ
ヰ
ル

本
會
発
展
上
慶
賀
シ
チ
ヨ
イ
事
卜
思
フ
。

今
後
釜
々
會
員
ノ
増
加

二
、
會
ノ
事
業

ノ
支
援

二
會
員
諸
君
ノ
努
カ
ヲ
要
望
ｙ

テ
ヤ
マ
ヌ
次
第
デ
ア
ル
。

次

二
定
款
第
六
條
第

一
、
二
項
改
訂

ノ
件
ヲ
附
議

現
在
ノ
本
會
々
費

ハ
十
数
年
前
ノ
改

訂
ノ
モ
ノ
デ
、
今

ハ
物
慣
ノ
騰
貴
等

ニ

ヨ
ツ
テ
到
底
ソ
レ
ニ
テ
ハ
財
政
ヲ
賄
ヒ

彙
ネ
ル
状
態

二
致
ツ
タ
事
フ
説
明
、
本

年
度

ヨ
リ

瓶
常
會
費
年
額
十
日

経
身
會
費
二
百
園
以
上
、
但
シ
入
會

後
満
十
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
會
員

ハ
百
五

十
日
以
上
卜
改
訂
ン
タ
ク
、
ソ
レ
ニ
ツ

イ
テ
ハ
大
盤
営
局
ノ
内
諾
フ
得
ア
ル
旨

説
明
シ
テ
替
同
ヲ
求
ム
。

異
議
ヲ
申
立
テ
ル
者
ナ
シ

依
テ
可
決
決
定
ス

次

二
昭
和
十
七
年
度
歳
入
歳
出
決
算

報
告
及
昭
和
十
八
年
度
豫
算
案
ヲ
上
提

ノ
矯
鳥
山
理
事
登
壇

先
ゾ
決
算
報
告
ヲ
ナ
シ
テ
同
意
ヲ
求

メ
、
次

二
可
決
サ
レ
タ
ル
倉
費
ヲ
以
テ

計
上
シ
タ
ル
豫
算
案
概
略
ヲ
説
明
シ
テ

賛
同
ヲ
求

ム

右
二
案
異
議
ナ
ク
可
決
決
定

次

二
議
長
ヨ
リ
補
快
幹
事
四
名
推
摯

ノ
件
ヲ
提
案
、
役
員
會

ニ
テ
推
畢

二
決

シ
タ
左
記
四
名
ヲ
列
示
ス

田
邊
主
計
、
小
野
幸
、
谷
口
現
吉
、

杉
本
義
信

街
新
任
幹
事
ハ
全
部
補
扶
ナ
ル
モ
、

前
任
幹
事
ノ
残
任
期
ヲ
就
任
ス
ル
ノ
デ

ナ
ク
、
前
年
ノ
役
員
會
ノ
販
決
メ
ニ
ョ

フ
任
期

ハ
三
年
ノ
旨
説
明

右
異
議
ナ
ク
可
決
決
定

カ
ク
テ
提
案

ノ
議
事
全
部
可
決
経
了

二
付
議
長
閉
會
ヲ
宜
ス

総
會
常
日
は
折
悪
し
く
警
戒
警
報
壼

令
中
で
あ
つ
た
電
、
出
席
不
能
の
會
員

も
さ
ぞ
か
し
多
か
つ
た
事
で
あ
ら
う
と

残
念
で
あ
っ
た
。
総
會
は
全
図
の
會
員

に
通
知
状
を
資
し
て
あ
る
も
の
で
あ
り
、

警
戒
管
制
だ
か
ら
と
い
つ
て
中
止
し
て

や
り
直
す
と
い
ふ
事
は
事
貿
上
不
可
能

に
近

い
事
な
の
で
決
行
し
た
が
、
萬

一

出
席
者
が
餘
り
少
な
い
場
合
は
講
演
含

だ
け
は
延
期
す
る
外
は
あ
る
ま
い
と
思

は
れ
た
。
も
し
空
襲
警
報
が
出
た
ら
？

そ
れ
は
無
論
流
會
、
延
期
は
や
む
を
得

な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

さ
て
常
日
と
な
つ
て
、
事
務
所

へ
有

無
を
電
話
で
問
合
せ
る
人
ヽ
十
名
以
上

も
あ
つ
た
し
、
出
席
者
は
講
演
會
の
分

と
合
せ
て
六
十
名
以
上
に
も
達
し
、
こ

の
分
な
ら
と
講
演
會
も
行
ふ
事
と
な
つ

た
。
営
日
は
警
報
下
の
電
出
席
者
の
大

多
数
は
防
空
服
に
ゲ
ー
ト
ル
姿
で
あ
り
、

又
少
佐
か
ら
少
尉
迄
の
軍
服
姿
の
會
員

が
四
名
も
あ
つ
た
事
は
時
局
色
を
濃
厚

に
示
し
て
居
■
本
會
の
集
會
と
し
て
は

前
例
の
な
い
事
で
あ
つ
た
ら
う
。
燈
火

管
制
の
篤
窓
を
全
部
締
切
つ
た
の
で
、

時
節
外
れ
の
高
温
の
上

一
層
む
し
暑
か

っ
た
が
、
そ
の
代
り
外
部
の
騒
音
が
殆

ん
ど
聞
え
ず
静
粛
に
會
を
進
め
る
事
が

出
来
た
。
（
象
本
記
）

出
席
者

木
暮
理
太
郎
、
鳥
山
悌
成
、
瀬
戸
張

二
郎
、
田
中
常
介
ン
山
口
京

一
、
名
須

川
渡
、
紳
谷
恭
、
棋
有
恒
、
角
田
吉
夫

吉
田
竹
志
、
織
内
信
彦
、
油
井
寅
太
郎

法
政
大
學
山
岳
部
、
慶
應
義
塾
山
岳
部

般
越
好
文
、
飯
塚
篤
之
助
、
金
山
淳
ニ

林
和
夫
、
谷
口
現
古
、
本
村
銀
吉
、
鈴

木
八
十
吉
、
早
川
義
郎
、
谷
重
雄
、
大

熊
保
夫
、
青
木
正
雄
、
松
田

一
郎
、
田

中
菅
雄
、
堀
田
爾

一
、
藍
田
努
、
安
藤

武
、
内
山
均
。

・
１１
田
勇
五
、
山
縣
登
、

太
田
敬
、
捨
永
久
夫
、
塚
本
繁
松

講

演

會

奪

洞

に
就

て

慶
應
義
塾
山
岳
部

講
演
含
は
會
員
線
會
に
引
績
き
七
時

過
よ
り
慶
應
義
塾
山
岳
部
員
加
藤
喜

一

郎
氏
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
。

加
藤
氏
は
光
づ
時
局
下
に
於
け
る
學

生
の
登
山
に
封
す
る
態
度
、
塾
山
岳
部

の
毅
然
た
る
方
針
に
つ
い
て
信
念
を
吐

露
し
、
現
在
典

へ
ら
れ
た
任
務
を
途
行

し
つ
ゝ
や
が
て
召
さ
れ
た
る
日
は
先
輩

の
後
を
迫
つ
て
図
防
の
第

一
線
に
立
つ

覺
悟
の
程
を
示
し
、
企
出
席
者
に
心
張

い
信
頼
感
と
感
銘
を
典

へ
た
。

次

い
で
慶
應
山
岳
部
の
雪
洞
研
究
の

歴
史
、
経
過
を
述

へ
、
八
年
間
の
経
験

に
よ
つ
て
踊
納
さ
れ
た
、
雪
洞
の
形
、

大
き
さ
、
斜
面
の
角
度
、
雲
洞
の
位
置

と
雲
崩
と
の
開
係
、
時
季
、
雲
質
等
に

よ
る
耐
久
性
の
限
度
、
安
川
の
限
度
、

換
気
の
問
題
、
濃
度
の
問
題
、
防
水
の

問
題
、
外
被
の
問
題
等
に
つ
き
、
安
物
、

篤
員
、
国
解
等
に
よ
つ
て
詳
し
く
説
明

さ
れ
、
準
一
洞
は
筒
研
究
途
上
に
あ
る
事

も
附
加
さ
れ
、
哉
後
に
再
び
時
局
に
封

9
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會

員

潜

息

朱
松
　
學
氏
（
大
東
亜
省
調
査
官
）

四
月
末
満
洲
北
支
中
支
に
出
張
中
の
所

二
月
中
旬
露
木

織
田
　
明
氏
　
召
集
解
除
と
な
り
従

前
通
り
東
大
産
婦
人
科
に
勤
務

石
黒
清
蔵
氏
（
富
山
市
）

命
に
よ
り

某
方
面
に
出
向

茨
木
猪
之
吉
氏
　
五
月
中
旬
よ
り
東

北
鳥
海
山
方
面
に
篤
生
旅
行

恒
吉
忠
康
氏
（日
本
映
董
祗
員
）

現

地
軍
の
委
嚇
に
よ
リ
ボ
ル
ネ
オ
の
最
高

峯
キ
ナ
パ
ル
山
映
蓋
化
の
篤
最
近
出
資

の
豫
定

森
　
喬
氏
（
特
命
全
植
公
り
）

今
般

ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
利
を
命
ぜ
ら
れ
近
く
赴

任
さ
る

山
日
記
の
出
来
日

山
日
記
の
正
確
な
出
来
日
を
今

お
知
ら
せ
出
来
れ
ば
好
都
合
な
の

で
す
が
、
連
日
三
省
堂
と
連
絡
を

と
つ
て
ゐ
ま
す
が
未
だ
決
定
を
見

る
に
到
り
ま
せ
ん
。
餘
り
長
び
く

よ
う
で
す
と
い
づ
れ
注
文
の
方
々

へ
直
接
御
挨
拶
申
上
げ
ま
す
。

山
岳
の
出
来
日

七
月
と
思
は
れ
る
に
到
り
ま
し

た
。
御
待
ち
下
さ

第
三
十
七
年
第

一
琥

再
び
冠
帽
峯
へ
　
　
　
　
　
　
　
早

大

山

岳

部

雲
崩
の
描
篤
　
　
　
　
　
　
　
　
勝

　

兄
　
　
勝

ラ
ウ
ン
ド
・
カ
ン
チ
ェ
ン
デ
ュ
ン
ガ
抄
詳

吉

阪

隆

正

登
山
再
編
成
論
　
　
　
　
　
　
　
袋

　

　

一　
　
平

飯
豊
山
　
頼
母
木
川
湖
行
記
　
　
一
一
高

山

岳

部

船
形
山
　
横
川
湖
有
記
　
　
　
　
同

伊
豆
遠
笠
山
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　

村
　
　
謙

質
川
源
流
を
降
る
　
　
　
　
　
　
士口
　
澤
　
一　
郎

「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１

一

匡
―
鵬ド
ト
一

丸
山
晩
霞
氏
の
追
憶
　
　
　
　
茨

木

猪

之

吉

佐
野
和
男
君
の
事
　
　
　
　
　
開
　
根
　
士
口
　
郎

定
款
及
細
則

Ａ
５
剣
約
二
百
頁
　
口
綸
十
数
葉

最
上
質
紙
金
王
五
十
斤
使
用

定
債
　
一二
　
回
　
税
金
相
営
額
　
　
一
一十
錢

計
　
三
園
二
十
錢
　
　
外
に
　
途
料
二
十
錢

少
数
部
数

一
般
頒
布

奎
行
所

蹴
畑

日

本

山

岳

會

キ
ス
リ
ン
タ
型

（Ｅ
式
）

ル

ッ

ク

ザ

ッ

ク

御
手
元
に
あ
る
布
地
御
持
参
に
な
れ
ば

御
調
製
申
上
げ
ま
す

山

と

ス

キ

ー

具

専

門

京

都

最

古

の

専

門

店

東
京
市
神
田
Ｅ
神
保
町
三
ノ
一
（専
修
大
學
電
停
前
）

片
桐

テ

ン
ト
登

山
具

店

店

主

片

桐

盛

之

助

ダ   く

電

話

九
段
帥

≡

三

〇
番

振
替
口
座
東
京
九
一
一
人
四
番

11
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今
回
は
原
稿
が
多
く
次
琥
に
割
愛
し

た
も
の
さ
へ
あ
つ
て
日
照
り
に
雨
の
感

じ
で
す
。
東
京
も
晴
天
績
き
で
困
る
程

で
し
た
が
最
近
は
ま
た
よ
く
降
り
ま
す
ｏ

先
日
白
馬
山
麓
の
細
野

へ
ち
よ
つ
と
参

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
乾
き
ず
ぎ
て

作
物
が
の
び
ず
皆
雨
を
待
つ
て
ゐ
ま
し

た
。
私
が
蹄
る
日
は
天
氣
が
崩
れ
ま
し

た
か
ら
後
に
雨
に
な
つ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
年
は
氣
候
も
お
く
れ
雲
の
解

け
る
の
も
牛
月
近
く
お
く
れ
た
そ
う
で

す
。

い
ま
農
夫
は
農
作
の
能
卒
を
あ
げ

る
こ
と
に
努
力
し
て
ゐ
ま
す
。
供
出
米

の
こ
と
は
彼
等
に
と
つ
て
今
や
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
ど
う
し
た
ら
彼
等
自
身

節
米
が
出
茶
る
か
を
工
大
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
云
っ
て
お
り
ま
し
た
。
人

手
の
足
り
な
い
こ
Ｌ
や
肥
料
の
不
足
、

ま
た
肥
料
が
本
て
も
時
期
を
失
し
て
興

へ
ら
れ
た
り
効
力
の
薄

い
も
の
で
あ
つ

た
り
す
る
こ
と
食
料
で
は
殊
に
掘
が
足

り
な
い
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
ま

す
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
農
作
を
低
下
さ

せ
ず
反
常
り
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
所
さ

へ
多

い
こ
と
は
新
聞
で
讀
み
ま
し
た
。

先
日

「
標
準
農
村
設
定
要
綱
」
（本
年
四

林
計
書
委
員
倉
決
定
）
の
発
表
が

ま
し
た
が
そ
の
賞
施
に
営
つ
て
は

の
賞
情
に
卸
す
る
や
う
に
努
力
し

に
割

一
的
な
計
書
一の
羅
列
又
は
天

的
計
書
に
堕
す
る
の
弊
を
戒
め
」

「
厳

て
ゐ
る
と
あ
り
ま
す
。
従
来
そ
ぅ

い
ふ

債
頒

（Ｃ

二

十

錢

日
本
山
岳
含
内

編
輯
者

田

邊

主

計

猪
行
者

塚

本

繁

松

東
京
市
芝
匡
霧
不
町
戸
不
二
屋
ビ
ル
′）

残

行

所

雛
鴨

日

本

山

岳

會

予

″　
電

（
芝
）

一
六
四
九

振
替
東
京
四
八
二
九

會
員
番
明
　
三
二
二
〇
三
三

昭
和
十
八
年
六
月
十
三
日
印
刷
納
本

昭
和
十
八
年
六
月
十
五
日
猪
　
　
行

東
京
市
脚
田
Ｅ
佐
久
間
町
〓
ノ
三
七

印

刷

所

鍬
鵡

文

唱
堂

印
刷
所

電
話
下
谷
田
六
七
九
五

會
員
番
務
　
東
京
三
二
一
七

稗
田
匡
淡
路
町

日
本
田
版
配
給
株
式
會
戯

東
京
市

配
給
元

本 邦 最 高 の 岳 書 完 成 近 し
本書は本邦學界、岳界、美術界の師表たる可き灌威者九十八名家の協

あ

た

も
し
れ
ま

せ

候
も
彼
等
に
恵
か
を
興

へ
る
や
う
希
井

次
第
で
す
ｃ　
　
　
　
　
　
（
田
邊
主
計
）
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